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　アンケートの回収は、総数で2・487でありぐ 回収率に

約55％で、この種の調査としてはまず零かっ輿といえよ

う。

そこで、現にアンケート調査の結果を分析し、現在の

家庭環境の実態、及び各地域における家庭環蝿の差異を

みることにする。

（1）現在の家庭環境の実態

一ヒヒ惑は、 家族構成し祖父母の有無、 住居環境、遊び

の生活ぐ親の育児態度、一テレビヘの接触時間などについ

で、そめ現状を述べるポ

　a）家族構成、父母の年令など

、、家族数の平均は、 やは匝衆村の秋甲に多弘静岡、、束
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静岡の揚合、4人家殊というも㊨費塚も多‘、き5人畔塗

るとずっと少なくなる。しかし秋田の場合は5人と6人

家族準半数以上を占め、夫婦と子ども1人というような

家庭は10％を割っているo（第2衷）

また・家騰と蹴ざせて・猷母との同居り有鰍
ついてみると、農村部である秋田め場合はぐ圧倒的に同

居家庭が多く、約70％の家庭が祖父母と同居している。
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　第7表父・母の職業別構成
（父親）
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いで畦圧倒的に多いど秋田の場合もがなり多1くの会社員

瀕興るが漏舩業剛獅輝φ饗て会嶺と
碑嫡・そ、φ中にはか勧の筋肉労働都舗れて い

る唖教ら綴・「（第7表）

　b）住犀環算に》ぞいて

乳幼児の成長過程において、住房という勿養的環境を

看過する 寺とはできない・それは単に物理的影響凝ど
まらず、そ弄壱と生活する人問の心理的面にも深くかかわ

塑観？鹸寧る9こ券では准騨舞の中でも瀦

騨戦嫡住屡餌さ・羅数濾翻有無などにつ
いて蓼彊．、

藁詣熱髪魏鵠黛礎1盗警畿

しかし、東京の揚合は、半数が自家で、他は借家やアパ

：一卜住いめ生活である。静岡はその中間で、約30％が借

家やブパートである。（第8表）　　 ノ

　住居の広さと部屋数についてみても、東京の揚合ほ、

非常醸駄蹴の中姓活している、もの脅く漣坪
30坪厚上？広さの家が秋田の場合半数以上を占め七、・お

のに、東京の場合は僅か10％％しかみられない。部屋数

も、秋田の場合は6問以上の家庭が約60％で彦るのに垢

べて、束京は玲％で比較にならない摩ど少欺くなって遠

る。そして半数近くが2間以下め家に生活しオいる』（第

♀表・第10衷〉

　家の構造は、束京の場合に約30％近くの鉄筋コ．ンク 墾

諜鵬みら糊み 木造り聯ξを昨
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、第19衰・，住居の広・さ・ ．（建｛坪叉

、、 地域

～
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建ド坪
、＞一、、 、件　数

　　－＼、
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・94
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・82

1・∫78
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％さ・

』20・ う1

14ゆ』・

16㌦41

12，2

件

μ

224

、無3哉’

1223

249

』、す7

1，q串q，

秋’，田』　　計

％、件 ％ 件　　　％．

1、1・匁．二　2三』1

1真・9）．／』1　28r｛1

2L71、

12，9二．、　　　 45r」：

2L71 ／　164ぐ：・・

24、2　　　　　　42Z｝

6．51　　　　　75：1

二〇〇，α， y、786…

0．3

3，6　　　　　　　　．11，2
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5，7、、　　272　　・110，9

20．9　　　　”1497　＼

54．3㌔』． 畑’、30．5

9．7．　　　221　　 8、rg

　　3，48711ρ0，0、

♪■　覧　　　　』、、H

弓 、ζ：・＝
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間 数讐僻卜％f：』件卜 1％琳1卜・％　件卜％・』
、イ’1

　1一 64
r　L

9．5 9 いr

　　O．9

ごン

　　5 0．6
㌘8 3．1

ロ　　　　2
．｝ 250

37．3
．、

　244
1，

　23，7
58

7．4
　　■一52

22．2
　　「聖

ハ　　　a
＝～一ゆ　　　　　r

　　159 23．7
257

25．0
78

1
κ　　　9．9 494 19．9r

二　　　　4

1”

5θ

’■G置

　　93
、’■ ノ　鵯
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㌧ 、　113・9乙、　　

　．15㌦6

1『
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一i』
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』㌧

’秋　　ポ田　； 計ヨ｝＼　　
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類　＼一＿　 1．毛 ll．し

、俸、
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％’

■　』』
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　 1．2　　　　　　　26　　　　　　2．5
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第13表1』 1・冷房器具の種類

＼舞種　類　　　＼ 東　　　　京 静 岡 秋　　　　田 計

件1％ 件 ％ 件1 ％ 件 ・％

イ』ガスストーブ
ロ・ 油 乙〃

ハ電気』〃
昌　こ　 た　つ
ホ　 センhラル・

　　ヒーティング
纏キ1丞トー孟

2 ’種類使用
3　　　〃
NO．A．N，S．

　　　計

イ扇　1風　機
ロ、 ク　　　ラ　ー

ハ ．特になし
二　そ　　の　他
2 揮類碑用N O，A，N，S、

　　　計

　59　　　　　8．81・　　　　46

138－1 　　20．6’　　　　　269

　工1　　　工．6・　　　16

　29・　　　　4．3　　　　　　296

　23　 　　　3．4　 　　　　91

　0 　　　　　　　 0

　121　1．8 　　10
：314　　　　46．8二　　　　319　

　83　　　　　　12．4　　　　　　　60

　2　　　．0，3　　　　5

671　10b．0　1，030

372　　　　　 55．4　　　　　　840

ぐ107　　　 15．9　　　　　20

　41　　　6．1　　　55

　2　　　0．3　　　　9

　93　、13・9　　、31
　56　　　　　 8，3　　　　　　　75

671　100．0　 P1，030

4．5　　　　6

26．1　　　482
1．6 　　　1

28．7・　　　2

019　　　2

　　　　
124

1．or 　r16
31

．「 旨　　　　1117

5，8　　　18

0，5　　　18
100，0 　　　　　786

81．6
1．9

5．3

、0，9

3．0

7．3

100．0

』494

　2
158

　5

　4
123

786

0．8　　　　111　　　　4．5

61．3　　　　　　 889　　　　135．7

0． 1　　　　　　・28　　　　　　1，1

0』3　　　　し二327　　　　13， 1
0』3　　　　　　34”　　　　　1．4

15．8　　　　124”　　　　5，0

2．0　　　　　　　38　　　　　　1．5

14．9　　　　750　　　　30．2

2．3　　　　　　161　　　　　　6．5

2．3　　　　　　　25　　　　　　1．0

100．0　　　　　2，487　　　　　100．0

62．8　　　　　2♪706　　　　　68．6

0．3　　　　 129　　　　 5．2

20．1　　　　　　254　　　　　10．2

0・6　　1弓1　　0．6

0。5　　1281　5．1
r15，6　　　　　　254　　　　　10．2

100．0　　　　27487　　　　100．0

第14衰　騒音Φ有無（車、列車、飛行機、 工場）

静　　　　岡 秋　　　　田 計1募
件

1、％・

件1％ 件1％
　イ非常にあり
　ロ　ややうるさい

　ハ　ほとんどな㌔・

　，’NO．A．N．S，

　　　計11

　73
270

■318

　5
671

　 11．6

　40．2

47，4

　0，7

100，0

　87
359

580

　4
1，030

　8．4

　34．9

　56，3

　0，4
．・ 00，0

40

264

476

6
786

5。1　　　　205　　　　8．2

53、6　　　　　　893　　　　　　35．9

60、6　　　　1，374　　　　　55．2

．0，8　　　　　15　　　　0．6

100，0　　　　2，487　　　　100．0

　日当りについては、よいとするものが束京と秋由と同

数であったが～ 道れは秋田Φ場合、肉間の部落叛ξが対

象となったため、日当りが必ずしもよ く．ない家が多かっ

たとも考えられる。日当りがよいとするものは静岡が最

も多かった。（第12表）

家庭内の冷暖房は、秋田では石油ストーブと薪ストー

ブが殆どを占め、静岡では薪ストーブがみられずこ、たつ

がかなり多くの家庭で使われている。東京の場合は非常

に多様化しているム

　冷房は、東京め」部の家庭（16％） にみられる以外禄

ま準声だ普及し∫おらずぐ扇風機が多く使われて㌧偽。

（第工3表）

騨群つい鰍 や輝るさいとい．う もの酪繊と1
も36ん40％みられるがくやはり東京が最もうるさ“とす

るものが多‘ 、静岡、秋田と少なくなる。（第14表）

∫c）遊び殖関する環魔

，まず子ど．も部屋の有無についてみると、あると答えた

ものは、年令によって異なり、b才児の揚合は、静岡に

ありとするものが多く、70％の家庭が子どもの部屋をも

っているoこの数字：は東京、秋田の約2倍の数であるo

しかし、年令が上になると静岡の揚合も～ありとするも

のは減り、40％に満たな㌧》数になってしまうoこれは乳

児め場合には専用の部屋を確保するが、 子ども1が大きく

なると皆と同じ部屋で生活させ、専用をおかなくなるた

靴考えら撲う・（郷表一a・b・c）
子どもの家の中での遊び相手は・P才児叫禽棘

』騨父母が酵をす軽の緋常に多ぐ・ 父親柵親が

子どもの相手をよく努めていることがうかがわれる。瞥

一工92一



　　　　　　内難正常膿騨曝碑
第15表一！al二おだべに、は子どむ専用の遊び部屋（子ど1も蔀屋を含むン・炉あΩま窟か哉（0才）　

＼　地域 東 　　窟 静　　　 岡 獄　　　餌一
㌧ 計

無
件 ％ 件 ％ 件

％　 ・k件 ．、％＝㌦
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N．0．A，N二IS．

・1　計…5二

・48

、苔78

　　2
二・128

　37．5

・1160．9

空1．6

』100，0

～．1－75

1∋！30，

．馬

∈3

．㌧
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1エ69．4・

∫27．8

・r2．8

00．0

，1・73

．7203

．、117

．∵283

，
25．8

71．8

　2，4

00．0

ユ96、

3珪

：112二

519

　37こ、8

59』9

・2，3

享00，0

137．5

1』 00，0 400．0

　ひ『　 ・「 ll

ll’1！・ 1：ヌ戸ン
i1・ 』 』

ll』

第厳一b辣く’には子ξも尊即脚継（モぎ螂屋を鋤）があ，鱒すか・・9穏才鶉、

》さ壁，葎
∴1 　 二京・　 ・静 ll田

1 ・』姓 …、r；％　、一、侮　1：『％．＼件キ1、 1％
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85

34，7 ㌧142 でトi31．6 ＝売・44 り26．7 27r 3h5

・ロ1 な　　u　い
157

64．1
・；』 306

68．2
117 ［ゾ70．9 レ58び・ ・く67．5

昌NO．AIN給，
、「 li
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∫〕り …1 10．2

iI．、、「114 ご澱214 8　 o，9

計』 245 工00．0
449 100．0

1651 10010 859 100．0
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親≡、強29

』し’ 08

　1

、1338
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第16表一b 家の中で子どもが遊ぶ時、その相手を誰がしますかム（1～3才）

　　　　地域　　　　　　　　　東

　　　　件数　　　　　　　　　件続柄　　　　又
イ　　　父

官　　　母

　児弟（姉妹）

昌祖　　 母

ホ祖　　　父
へ友　　　人
ト．（イ・篇父、母）

チ（ロ・畠母、祖母）

リ（2　　　人）

ヌ（3人以．ヒ）

ル1そ　の　他
NO・A・N， S．

　　計

　5
70

41

　5

　0

　2
35

　6
37

42

　2

　0

・245

京

％

2．0

28．6

16．7

2．0

0．8

14，3

2，5

15，1

17．2

0．8

100．0

静

件

13

209

74

43

　3

13

10

10

31

30

10

3
449

岡 秋 由 計

1％ 件 ％ 件 ％

　2，9

46．5

16．5

　・9．6

　0．7

　2，9

　2，2

　2．2

　6．9

　6，7

　2．2

　 0，7

、100，0

14　　　2，4

30　　　 18．2

22　　　13，4

163　　　38，2

　3　　　1，8
　0

　5　　　3．0

　5　　　3．0
19　　　11．5

U　　　6，7

　3　　　1．8
　0

165　　　　 100．0

22

309

137

111

　6

15

50

21

87

83

15

3
859

2，6

36．0

16．0

12．9

0．7

1，7

5，8

2，4

10．1

9．7

1，7

0．4

100．0

第16表一c　家の中で子どもが遊ぶ時、その相手を誰がしますか。（4～6才）

　　　　

蔽続柄 、＼

束 京 静 岡 秋 田 計

件 1 ％ 件 ％ 件 ％ 件

イ　　　父 15
5．0 17

3．6 工0 3．0 42

ゴ　　　母 41
13．8

110
23．3

37 10．9 188

！ト、1兄弟（姉妹） U3
37．9

212
44．8 、135 39．9

460

二1 祖　　　　母 8 2．7 15
3．2 47

13．9
70

轟祖　　　　父 0 4 0．8 8 2．4 12

へ、、友　　　．人 14
4．7 34

7．2 20
5．9 68

ト（イ・・父、母） 17
5．7 4 0．8 3 0．9 24

チ（ ・店母、祖母） 5 1．7 4 0．8 1 0．3 10

リ（2　　　人） 43
14．4

40
8．5 53

15．7
136

ヌ（3人以上） 35
U，7 2工 4．4

16
4．7

72

ル　そ…の　他 2 0．7 8 1．7 5 1．5
15

NO．A．N．S． 5 1．7 4 0．8 3 0．9 12

計 298
100．0 473

100．0 338
100．0 1」09

％

　3．8
』17，0

41．5

　6．3

．c1，1

　6，1

　2，2

　0．9

12．3

　6，5

　1．4

　1，1

100，0

岡で塗父親の参加がやや少なくなり、母親だけのケース

が焼である・／、レかし、轟村部の秋田では、祖母力1相手

を鍋とい残のが最も多く、その数は母親より多い。

父親の参加は極めて少ない。幼児期になると年令と共に

兄弟、と遊ぶものがふえて来るが、1～3才の段階では、

まだまだ母親や祖母を遊び相手とするものが多く、秋田

の場合など4ん6才段階になっても祖母が相手をするも

吻’1な承みられる・ 聯表一a・b・c）

　d）玩具について

子どもが日常使っている玩具を年令別に多い順に示す

と次の如くであ葛。

　0才児一ガラガラ、オシャブリ、人形、車類

　1～3才児一人形、車類、絵本、積木、折紙

　4～6才児一絵本、 穫木、折紙、人形、車類．

　この揚合でも地域差がかなりあり、静岡の場合には三

輪車が非常に多いが、東京や秋田では、それほど多 くは

使われてはいない。（第17表一a、b、c）

主に子どもに玩具を与える人は、 0才児の揚合をヒは東

京、静岡では無親が最も多いが、秋田セは父親し祖父母

が多く、母親は少ない。

秋田で父親が多いの嫉、父親が母親より町に出る機会

が多いためとも考えられよう。また、祖父母が0才児の

一194一



内藤他』正常児の家庭環境に関する研究

場合に幼児より多いのは丸一孫が生まれたことに対する祖・1‘・

父母の麟嫡励してい靴も㌔’魅，う・（第曝』

a、b、c）
　子どもに玩具を最初に与えた時期塗f～灸才卑にづい・

てみみと、生後2、3カ月頃のもΦが最も多く、・虫後1

1カ月頃に与えだものも20％近くみられく現在φ子ども達

力晩り早噸から玩鱗えられ紙’る弾卿
上紀も示されそいる。 （第19表一a、ぢ1）　　　　・ε

e・ 育児にら㌔・て一』　f：1

睡ついで嫡の話嶋・が行価れるこ4、警
常に望ましいわ分であるが、今回の調査結果をみても」

現在の多くの家庭でを‡、、子苓もρミと群つヤ♪ての誰し倉、

．いはかなりよく行なわれているといえる5よく話すとい

うものが4～6才になると東京や秋田ぞは少なく転る

1が、豊れは育児単ついて手が塗からなく1准ることによる

砲、とレ思われう♀＝（第29衷謡・b・Cl）r、　F，

旨 t　　r l：　　♪r＝：に　l　li』　　’Lrlll
　． 第17表一彰好さ勲；鑓破！？て尋・る描

　a．，　　　 ちゃの中から主なものを三つあげて、

　　　　　 下あい。CO才）

　　　　　地域麟、静町 ．秋田－ 舞

　　　　　伜数　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　件r　魎類

1、♪ 第嚢7蓑≒ガ』』お子さんがぷだん使っているおも

　　　　．，ちゃの中から主紬のを耳つあげて、

ト、 へ1 さい．（トL檀才〉』

＼＞讐塁r京
磁類講数F許

静謂階』 訂

件

h人　　　阻　形
137 21911・　87 443

’「

　車・ζ， 1・i　138■　、210貢　82 430

・』絵　　　　l　l本 122 1217　　58 397

噸木、折紙粘土
129 ．171！・！．52 ！　352

11：ボ　　　ー 翫　ル． 42 44　　
40 126

ガラガラ、

1オンヤ1塑
179

三 　 輪　　 車
38 ユ32　　21

191

㌦そ　　のノ　他 ♪二’45 117　　　16
178

』NO・A・NジS・
49 11711　61　

訂』 735 1，347　　495 零♪577

1、》ζ1

究1

　　　　　　
しい

第1按r，“好細がふだ破旅い碑も
　　　　ちや鱒から主嬉嘩三つあげて・

　　　，材下さいげ（4～6才）．　　　ぞ

　　　　い　コ
ドら

人 　　　　形’

　　車
絵 、　　 』本

積木、 折紙、、粘土

Fボ 　　　　一　　「弓　　ノレ

1ガニラガラ、　一｝

＿

，　オシ『ヤ：ニブリ

耳 ＝　輪い’1車

悲　の1、・他
1NO・A・理rS・
　　　言十、鵯』

〆　　’ ／謀

1い 77 1’ 8． 156　33募

　，U　　39テ　47　97
　ユ6　 7＝

、25 、48

　21　　　　111　　29　　　　 6ユ　、

　 ト16　　　 9　　　25 』＝』 0

1135

　ス．8

　．39

　61
　384一、

　‘g

　、7

　．2
142

1324

301 445

20
　35

11　　52
235　㌔　、438

849　、iち、557．

　　　　　　らげ大い『 1』 』∵形

　　　草1k
絵　…　

1、

本

．積木・ 折紙ミ輩土i。

シボ　　　ニ　ーる．急　　　ノレ

　　　　　　ミ1、rガラガラq』‘9

　　・オ劃恵ブリ

、三　 輪．笥率

そ　り3　他
　NO・A

、』

・S・

㌧乞 エ69－1202e1「i88559

　　96』　 165；　　105　　
366

　 、156．1253…1232　磁1
　 』201㌧．・・233 175一 ∫609

　　56．＞54　ドi50ヒユ60
～1

　15 　　一34　　　　18　　　 r67

　　　　　　ヂ　
　　28 、∫興1ナ 』・す0・299

　　33　 　　　54　　　 ．28　　　　115

　　　ぐ
じ

　140’奥多 イ．弄5＄ル 511

・，．，894i1，419170143・327

㌧第18表』a1、主にだれがお子きんにおも ちゃを買ぢてきますが6｝（0才） l一ノン1，’”♪

、＼一
＿塾域　凍　　1京　　＼

櫛　　　　1 岡 徹　　ゴ田　 　　－　
』’ 　一一．〆

1続・轟件諏　件1 ％ 件1％ 、 魯　i ％
r」 ☆％』：ru

ρイ⊃　　　　父　　　　　　二1・　31

ilロ ：　　母』』　　　　∴：43

　　　父：・　・母　　　　　・ 』；30

二 そ　の 他　
』メ1… 8

　　不定 り．・｛8

．卜NO，A． N，S．　　　 ’　8

1㌧1ド11　罰・㌧’　　　uぼ28，

深24．2　　　　　
131

133．5　　　　』34

＝・123．4　　　　　 』　10

1二再…6，38
！乙「　6．3　　　　　5：

こ叱　6．3　　　　　 卜　20

00．0　　ひ　
108

・28．7 1）・ll81！

「 胃31．51　3・～・い 62

沈9．3
ぞ； ．偲6gl

　7，4　，　・・｝：ヒ、15　三

1】　　4．6　　　、　こ　 24　看

「1…18．5r 　321
＝100．0　ポ）・1＝・’2831

εと28．6　　　r＼　　143＞　　　
こ’

7．6

1♪21，g　　　　I39三　　、126．8

｛』ビ24．4　　　　1109　　　．、」21．rO

k｝・5．3　　　　　一 31』’　L　　　6， O

l・18．5、
・ら

37L　7。11
311，3写　じ6σ・ ・・

1・5

ヒ≡100．01　519 　100，0

一1 95一
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・　　 』第18表rb　主にだれがお子さんにおもちゃを買ってきますか。て1《）3 才）』、

派　 地　域

　件　数　柄．

栗　　 京 静　　　　岡 ”

私”　　田 計』1

件　　　　％ 件i％ 「1㌦件、5 ％・ ：∵件　 　　％

イ　 父

ロ　 母㌔
ハ祖父母
二そ　の 1．他

　不．　定
二NO．，A．N．S，

76　　　　　3LO　　　　　161　　　　　3519．

81　　　　　33．1　　　　　　168　　　 　37，4

38　　　　　15．5　　　　　　　69　　　　　・15ボ4

15　　　　　　6．1　　　　　　　17　　　　　　3．8

28　　　　　　11，4　　　　　　』　23　　　　　　5．1

7』．agr 11　 2．4

245　　　　100．0　　　　　 449　　　　100．0

』　56 　　 　33．9

　461、　　　　’27．9』一

31 13．β

　10 ．　r』6‘1

　13　　7．9
　9　、5．4

165　　　　　100，0

、293　　　 　34．、1

295　　　　 　34，3．

138・　、
164

礎2
『． 4・9・

．64 ・　7，5

27　　3．1
859　100．0

第醸一c主にだれがお子さんにお砺やを買っ でき酵か．（4～6才）

地域

　、
東 京 　　静　　．岡』　　，秋・　 ．田 計、

　 ＼、件 数　

続柄　 ＿ 件％1
件 ％τ件・・％ 件

イ 　　父
96

32．2
185

39．1
114

33．7 395

ロ　　　母 127
42．6

185
39．1

114
33．7

426

ハ［ 　父　母 17 15』7 42
8．9 60

17．8 127

二ぞ　の　他 20
6．7 27

5．7・
12

3．6 59

不　　　　定、 29
9．7 18

3．8 25 7． 4 72

NO．A． N．S． 9 3．0 16
3．4 13

3．8 38

藷・ 298
100．0 473

100．0
338r

100．0 1，1Q9

1 1 ／
ド　　　　　　　　　　　

％・』

ゴ瀬

　 11：l

　l：1

　100．0

．。箏19表7a　挙子さんカ～いくつになった時に、はレめてオテ チャ彰与えましたか。（1～3才）

＼　・ 静　　　∵ 1岡 丁　秋’」　　田 訓’

時倉件』数，』1件 1．　％　 、件 1「　＝．％　　一
　　　　　　1

件u 錫 ’件　　　　％1

I　　　　　　l 「 i　　　　　　　I 1
イ　生1 後す二ぐ

，モロ　”・ 」ヵ見まで

ハ　〃2、3ヵ月頃
二　〃』4～6ヵ月頃

r要　r㌔ の　他
一■へ σlr A．N． S，r

　 L許ン「
1

　15　　6．1
．　　　54　　　　　22，0「　

　118　　一　　
4812

r　　　　55　　　　　22．5‘

1　1　　0．4
　2　’rO．8』

245　　　　100．0

45

102

206

81

6
9

449

22、7．、

45．9

18．1’1

11．3『

2．0

10αorI

・7

28

75

46

7
2

165

14．2　　　　・　　67　　　　　　7し8

匹7．0　　　　　 184　　　　 21，4
45，5　　　　　　399　　 　　46．5

27．9　　　　182　　　　21，2

4．2　　　　　14　　　　 1．6

L2　　　　　13　　 　1．5

100．0　　　　　　859　　　　100，0

第19表一め　お子さんがいくっになった時に、はじめてオモチャを与えましたか．（4～6才）

、。 　地　域＼

一　　　　　東　　　　京　　

　＼一
瀞　　　　岡 秋　　　　田

漫　件 1％ 件 ．％ 件　　　　％
I　　　　　　　I 1　　　　　　　　1 1

イ』，

生後rすぐ　．
15

ロ．い ；〃　．1ヵ潟まで　　 ；74
ノ〔；・r〃　2、　3ヵ月頃　　　　　　120

早．ハ　〃4四6；：ヵ月頃　　　、 　67　

そ、、 　　の・』』：　他，　 、　14

、＝．NO．A．難．S，　　　　　8i

　　　　l・…298

lj　5、0　　　　　　　56　　　1　11．8

・r 24、8　　　　　．1 106　　　　　22．4

、r 40．3　　　　205　　　』43，3

、1エ22、5　　　　　 1　76　　　・≧　16．1

i 14．7　　　　　20　　，　4、2

2．7　　　　　10　　　 　2．1

∫、100．0　　　　　 　473　　　　　100．0　

17　　5．0
14　　12．1

116　　　　’34．3

　103　　　30，5

30　 8，9　、

3夏　・　9．2

338　　　　100．0

件

88

221

441

246

64

、49・「

1，109

1
　％、
　 　　　　　　　　1

11君

遣1至

　5．8
、ゾ4．4

100，0
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第20表←3一｝1『お父さ
んと柵さんとが育児に蚕で謝合瀕るごとがあります鯨（・才）

派～、　地　域　
　　　、隔　　　・＼一

東 ∫京、

　　　件 数
程 ㌧度

件 ％

ぎ療殆をどない ／ り．、　4 ρ　3・1

靴時1々1 ある 1レ1ご、68 』∫ 争3・1 1

・沿　よく．話す 5 ．56 ∵43，8／

ご、llNO，AぞNS・i
0

11－i・ 　計級 ＝

128 叫QO、0：

　i静　　 r岡

　タ1二 ／　％

　　7r／P』1 6・5

｛｝』、155：1 50・9
』∫七．「』45 1…4L7r
、』二・1　　0・9

一｛｝、“11ρ8　400・0

私　　　潤 、計

件 ％
挿件』ら 1％

ず

）114／

：．＝467

、，』91

　　4．9、F

rン｝1 融o

β2、2

胃　3，9　1

00・0．

　　25
7 290』

192i

　 』12、ノ

　519、

1、　428

．55・

第20表一b
敵き是油rさん編摩っいで話し筋れること勘りますか・（1～き才）

＼器・・
　程 度．～　イ 殆んどない

　・～1跨々あ1 る

　1償　よ』ぐ話す
　｛．ち：NO・Aづ層 一菖・

　 1・　計 　　’

1東．
1、庫：＝『

件 　　％

　10　 4，1、

丘50 　 61，2・

　84L34・3
　1』　　0，4
i245．，110q・、0

静r』、

件』

r2ゴ．．

ミ’275

．二、一 45

　8i
，巳449：

　
一

岡一．▽

卜％

　14．7

　 61，2

　32，3

　　1．81

　1100，0

件　　・、・彰

　　6 1 』3・6
／

・吐22、、

3r［ ・8－8
…

ギ．〆
r6

　165！〔這 100・0

β、、　　　計

件 ％

　　　37

　　547

　．26q

ユ5，、

串591

　　　4．3

　・63ゼマ

　30，、3

　　1， 71

1．10σ，0．

お交さんとお母 さんが育児について詣し合われることがあり ますか。
（㌧4・ん6ガ 1

〔　　　第20表一Cl お父さ、んとお餌さんか買児塩ノ℃ ～闘両し口πフ灯レ妙　　も　　9ソ

・’

　地 域 　　　　＝
』、

凍　　　京 』瀞 、、岡
、一

秋　．拍
■、’　＝

「声r

r 　　件数
程1度

・件 1 シー 、」件 掴％ E ．一き件』、 賦％ 件・
』．％1

イ1殆んどない

“時勉る一
　よ く話す

臼　　　　　　■｝

NO，A・N・S・
　　群』
、　　　　　　’耳「

　～

　123
』 E　，203

〔l　I

　　65＝

　7i2981
、　r　＝

　7，7

68・1
［・

21．8

2．3
’i

2牝’

　r、
　22

　224
－219・

一e

　 8「
r「

、、

473’一

　4．7

　46．31
・　L7i、”100』0

：げド

乙．＝』

　281．り

・　　ユ71

、．1
㌔，、r§38

　　8．3
“～

71．9
卜，51㌦

4．8

　　5．0

・

　　7睾、㌃
』∫

5マq
「

1』　3＄4『　　”ン　　＄2　ン　　！1』109』

　丈
㌔30・1

　　2．9
0／
100臼0

：ばド rYlr　　　l）
＝一「

動表＿a壌父きん覇摩どのくら醜誌一も っ石ま 撫（・才）

N　　　地，域．．

　　　　件』数”
関心度 1

謹 ξ1ぢ：

1．パ無禰ぴ
　　寅O．Aゴ民S．
　・ ll　喬ピ

1束 rl

，件I　l

』8

1虜1

％
’［

諺18・

63，3

　3．9

100．0

』静』』、：1 へ岡、．　　」：秋ン｝園犀』理一一ヅ

一

i件 イ％

32 29．6
69 23．9
61 5．6

1’1 0．9

108 （F

00．0

りゼ1』∫ ・1多’1＝

　　　』1』掴
　200』…吼∴70・71

「：』

91　『窃12

　 17
卜、：

Hl283
100ρ

．伴』』

1器 lllル器

』2叫ll書
　i8，、』．

』5ユ9 r〆100＝0

第21表鴬セ お父誉ん鳳胃児卜ζり～Pヤ・＝因ロ名や？・

』≧東 京
・「 二・1岡 ・秋 二 田

「 雲＋1レ

痴己度＼遡 ＝”

i、　．

％ 昏％、
糾二 ％ r、件

ノ　　　「唱

稀強　　　い
9ロ、∫ふ　つ；う

甫　無　関　心
O、1）NO．A～N．S，

『＝ツ　　計・・1，

　　57

1［178

　　6
　4

、．ll・245

　23．31

72．7
、　2．4く

　1．6　r

100．0

乙．
81

　　　i」、』・338

く．1　18

　　12
r羊． ぴ449

LIF18．0

ジ 75．3

　4．0

一

i 2．7

ll100．0・

　　17

航136

　4

　　8
、 尉165

1艮10，3

・82．4

2．4、

　4，9

一100，0

ユ55（ き：卜18二〇・

．r

5；g　l

』　3旨311

e争2： 8・1

100．0

堵イi　強　　＝顎　 い

マロ、石ふ　一つ；　う

鱒無 関心1・
ぐ1、1） NO．A3N．S，

”『畷
計・・1＝1

”』お熱ん蛸扉どのくら㌧・関心を筋獅ま一ずか6く
・一 3才）…

　57　 　1．　23．3　1

［178 　疋携72－7

　　6　　、　2．4く

　　4　　　1．6r
、．1，・245r 100，0 羊

　811
、338

　18
　12

ぴ449　

い　18．O

r ，：ひ』

75．3

　4．0
1i 2．7

ヒll100．0・

一1・197一
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第21表一c斌さ燃醐にどのくらし・関心鶴っていますか．（4～6才）

ト＿些域
　　　＼

東 京 静 岡 秋 田

　　　　件数
闘心度　　＼
イ　強　　　い

ロ　ふ　つ う

ハ無　関 心

rNO．A．N．S，

計

件 ％ 件 1
％ 件

36
12．工 67

14．2 24
7．0

235
78．9 364

77．0 274
81．117

5．7 32
6．8 24

7．1
10

3．4 10
2．1 16

4．7
298

100．0 473
100．0 338

100．0

％ 件

　127
873

　73
　36
1，109

1％

猛：1

　、1：1

　100．0

贈表」窃お父さ燃お子さんにどんなことをしてあげますか．（。才）

内　容
　　　　＼”イ　

食～膵の世話

廿 入浴の世話
ぶ大小便の世詣

二　着脱衣の世語

ホ遊び相手
へ何もしない
ト（・　・　ホ）

、テ（イ　・・）

リ （その他2種）

ネ1（3種以上）

ル　そ　の．他
’Nρ・A・N3、＄・

　　計

．束
京

、件

　1
20

10

　0

33

　5

30

　1

11

24

1
2

128

・％

0．8

15．6

25．8

　3．9

23．3

　0，8

。8．6

10．8

　0，8

L6

100．0

静 岡

件

　1
53

　1

　0

22－

　2

17

　1

　3

4

　1

き
108

％

0．9

49．1

　0．9

20．4

　1．9

15．7

　0．9

2．8

3．7

0．9

2．8

100．0

秋 田

件

　4

78

　3

　4
70

14

46

　6

15

31

0
12

283

％

　1，4

27．6

　1．1

　1．4

24．7

　4．9

16，3

　2．1

　5．3

11．0

4，2

100．0

計

件

　6
151

　4

　4
125

21

93

　S
29

59

　2

17

519

％

　1．1

29．1

　0，8

　0．8

24。1

　4．0

17．9

　1．5

　5．6

工1．4

0．4

3．3

100，0

第22表一b淑さんP㈱子さ旅どんなことをしてあげますか．（、～3才）

地　域

件数

束 京 静 岡 秋 田 計

學容 件 ％ 件 1％
件 ％ 件． ％

イ1食皐の世話
陥入浴の．世話
イ》ド大小便砂世話

二　濟脱衣の世話

ホ遊ぴ相手
へ何1もしない
ト（…　　ホ）

チ（イ　・ ・）

サ （その他2種）

r兄（3種 以上）

㍑レその1他
NO，A．N」S．

　1
28

　1

　2
50

12

54

　3
13

166

　6

　9

　0，4

11，4

　0，4

　0．8

20．4

　4．9

22．1

　1，2

　5．3

26．9

　2，5

　37

14

196

3
2

110

15

52

2
11

25

8
11

3．1

43．7

0．7

0．4

24，5

3．3

11．6

0．4

2，5

5．6

1．8

3
45

0
1

46

4
24

6
9

19

0

　1．8

27．3

　0．6

27．9

　2．4

14，5

　3．9

　5．5

11，5

18

26亀

　4

　5

206

31

130

11

33

UO
14

2．1

31．3

0．5

0，6

24，0

3．6

15，1

ま．3

3，8

12，8

1．6

1　計　1241、。1：1 厚1 ・。1：訓 　8

65
、。1：剖 28

59
　3．3

00．0
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卜

内．

内藤他li正常児ゐ家庭潔境に関ず畜誹究

第22表ムc、救さ臆お子さんにど紘ごとを底あげ鱈競（4褐才〉1』』

＼、
　地　域＼　＼

件 ．数

東　　　京 瀞　　　岡 秋　　』　’田 ！計

件1％ 件　　　 ％ 件1 錫 『件． で％i・

1イに食礁の世話

■ 入浴の世話
レ・　 小便め世話

1二 着脱衣の世話’

、ホ、遊び 1相手
ヘ
トr

チ

リ

ヌ

ノレ

何もしこない

（ロ　・．ホ）

くイ　1 ・）

（その他2r種）

（3種以上）

そ　の　他

NO．A．N，S，

　　計

4　　　1．3　　　　4
74　　　　　24．8　　　　　㌧200

0　　　　　　　　　2

0　　　　　　　　　2

66　、 ；22・1　㌔ト、＝り129

11　　　3．7　　　　33

79　　　　26，5　　　　　59

　8　　　2．7　　　　1

10　　　3．4　　　　 8
26　　　　　　8，7　　　　　　　 、10 ・

10　　　3．4　　　　
7

10　　　　 ’3，4　　　　　　18

298　　　　100．0　　　　　　473

　0，8　　　　5　　　1．5
ド・42．3　　　　 126　　　∫二37．3

〆
「1

．4　　　2 　 0．6

1：0，4　　　　　　 12　　　　　3、6

，、弘27．3　
』・ 6　．、22・5

　7，0　　　　　　　18　1　　　　5．3

　12，5　　　　　　　43　　　　　12，7

　0，2　　　　1　　　0，3
　 1．7　　　　 『8　　　∫盆．4

　 2．1 、　17♪ 　5・ql

　1．5　　　　　 4　　　 ・1．2

　』 3，8　　　　　　　26　　　　　・7．7

100．0　　 338　190・0

　F13　　　 1、2

’400　　　　． 36．1
　　41』’　㌔＼｝0．4

　14
11

．　113

　271・：㍗

　62　　　5，6

　181　　16．3
．呂　〆．　、（1

　　10　　　0．9

　26　　　2．
3

唖3　4・8
　　21　　　1．9

　　54　　　4‘9

1，109　100・P

第23麹お父細瀞鄭めし醗庫対し七ど隣ですかll（1一謝』

臥、 地．域
．・ 京 ．r静 、岡 秋 ，フ田

一・ P％ 件 i』1％ 閣こ・篠 ・』％　　　 件』

イー厳 じ『い
』、　　

　34
一’ 3．9

84 一1

8．7 9 5，5　　　127 14し8

一ロr 　つミ　う
．戸 144 58．8

1294
65．5

127 77，0　 1入 565 65．8

パ甘 　　い
62 、125．3

61 13．6
20

1ほ2．1　　．443 ［．”江6，6

fr

O．A．Nン；Sl
115 112－0 ．1 ，工0 1，、12，2 辱9 ぐ，r二：5．4　　　　24 2．8

計
245 100．0

449 100．0 165” 100．0　　　859 100．O

L一童寸・

第23衷」 b 敵さん齢手き、んめしつけ醜してど磁ですが。（4ん6才）

＼地塚　　　　　、
東

山ぶ、 静

　　し岡

秋 国 計

件・数 葎 ％ 件
11

％ 件 ％． 件
1％・ミ

程　度　．

イ、 滋　レ
．、， 41

197

51

、‘．，13・8

、166．1

17，1　・

　65　／1一■

329

70　

1　『

、、、21．81 ．39　

、232

49　

「　

JL5’168，6

1〕

14．5

145

58

79，

『13．1　　－

』68，3

〆

、寧ρ・A・球s・

　　計
、’－

・［9

298

3．0

bo．0

、9

73
　、L9　
’ユ00．0

　　18　1
i． 一、㌔

338

r．5．3

ζり 　

100．0

　36
，109

　3，2

00．0

静 岡 秋 国 計

件 1 ％ 件 ％． 件

i・

．’父親の育児に対ずる関心にづい’《ほ、’1強いと答えiたも

のが0才児に各地域とも多いが｛これセ瀟じ合いゐ場合

と同じようにぎ乳児期で巌炉ろる・ろ手がかかると とも多

く（ ㎏子どもφ存在を常に強ぐ意識するだめど考露《よか．

ちう。（第21表一a・ζb 乱c） 完・し』1’F』『∴1』ll「・1・

’』．子どもに対して父親がどんなととをしでやづで“るか

という1と、入浴と遊びをあげるものが非常に多忽ギ静岡

の場合など半数め父親が子ど庵と入浴を共にしておづ卒

小純子ども塘児關する参加度は極あて高帰そあ

他め地域でも殆どの父親は何等かの形で直接子どもの世

話をし二でおり、 何も もな∀・父親は31パ5％に過ぎない5

しがし当然予想されお犬小便の世話を父親1が1しな・竪k・め

嫁く・心やはウそケしたこ’とは現在でむ母親ゐ仕蔓匹と考え2ら

れているため筋ろう。（第2駿ゑ紙’の』賦し1曽闘
（㌧ 親のじつけ愈度では寺厳しいとする電のは10ん20％

でありぐ・甘い父親ど同じ程度の数であるず他の殆蓼φも

のはふつう一と衷現しておりく．現在では厳し恥ど“う父親

像は｛殆どの家庭ではみ」られ蹴く｝なし6寅“るわげであ1るも

（第23表 aぐb）　』　1’』 』1』酔国」 1ン㌧：’』’瀦1二 ㌧’ぐ』》

　次に、子どもど父親とが←緒に食辮をする機会につ恥
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第24表｝a お父さんはお子さんとr緒に食叢をするζとがありますか。（1～ 3才）

、　　　地　域

＼　　　　　＼
東 京 静 岡 秋 田

内 容運　件 ％ 件 ％ 件　　　％
1 『 1 1 匿

イー三食』一緒・
・　朝食のみ 〃

ハ P夕食〃　　〃

　’朝、夕食　 〃

ホ
あまり一緒に食

　箏せず

へ蓄　の、．他
、NO，A．Nrs．

　　　計

19P　　7．8

36　　 M．7

56　　　　』22．9

66　　　 26，9

156
22．9

　7　　　2．8

　5　　　2．0
245　　　　100．0

59

37

98

199

40

　7

　9

449

13．1

8．3

21．8

44．3

8，9

　1，6

　2．0

100．0

45

6
27

63

15

　1

　8

165

27，3

3．6

16．4

38．2

9．1

　0．6

　4，8

100，0

件

123

79

181

328

111

15

22

859

計

％

14，3

9．2

21．1

38．2

12．9

　1．7

　2』6

／00。0

r騨表一b 械さ趣好さんと一纏飾をすることが励ますか．（4～6才）

東 P 京 静 ・岡 ．秋 田 計

内容＼｛伺墜一レ 件1 彰 件1 r％ 件 ％， 件　　　　％
イ　ー　A　　　　　l 『 l　　　　　　I 一 1
イ

ロ

ノ、

ホ

へ．「

三　食一、緒
朝食のみ　〃

夕食・〃　〃

朝、夕食　〃

あまり一緒に食
笥せず

そ　　の 　他

NO，A．N．S，

　　計

16

38

85

、92

53

5， 4

12，8

28．5

30．9

17．8

　5　　　 1．7

　9　　　3．0
、、

98　　　　 100．0

51

38

99

226

46

　6

　7

』473

10．8

　8．0

20．9

47．8

9．7

　1，3

　1．5

100．0

51

31

50

145

15．1

9．2

14．8

42，9

37　　．10．9

　7
17

338

　2．1

　5．0

100．0

118

107

234

463

136

10．6

9．6

21．1

41．7

12．3

　18　　　　1．・6

　33　　　　3． 0
1，109　 ド　

100．0

郷表略綱きんはしつけ蘭してどφようにして賊すか．（廼3え）

　程　度　　＼
．イ

厳：し、い
ρ　ふ　づ　　う

づ甘 　い
NOヒA・耳IS，
　　　計

東 京 静 岡 秋 田 計

件

46

189

　9

　工

245

％

18．8

77．1

　3．7

　0，4

100，0

件 1 ％ 件 1
％ 件 ％

67
14．9 9 5．5 122

14．2
幽353
78．6

138
83．6 680

79．2
18

4．0 10
6．1 37

4．3
11

2．5 8 4．8 20
2．3

449
100．0 165

100．0 859
100．0

てみる≧《 』3食共一緒にするという例嫁、秋田に30％近

くみられる以外に少なく、約10％前後みられるだけであ

る。多くは朝夕2食を共にするというもりで、、約40％の

家庭が父親と子どもが朝夕だけ食寧を一緒にしている。

夕食のみr緒にするというものも多く、 約20％～30％の

家庭がそうした状態にあり、東京の場合など特に多い。

あまり食衷を共にする機会にないというものは、やはり

東京に多く、約20％前後みられる。 つまり束京の子ども

の多くは父親と食撫を共にする機会をもたないというこ

とになるわけである。（第24表一a、b）

　で乾ま、 母親の子．ど1もに対すろしつけ態度は、というと、

大体父親の場合と同じような数字がみられるが、記入者

が母親自身のせいか』甘いとするものは父親の場合よ り

むしろ少ない。厳しいとするものはM～16％で父親の楊

合とほぼ同数である。（第25衷一a、b）

母親が一日のうちで子どもの相手になってやる時間

は、 当然0才や1～3才児に多く、0才児の楊斜叡ど

の地域においても3時間以上が半数以上を占め《 1～・3

才児の段階でも細0％の母親が3時間以王、また4～6

才の子どもの易合でも殆どの母親は1時間以上子どもの

『
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　　　　　　、零婦 蹴嘩聯関す碑
第25表一b畑きんはヤ爾瞬漣イめ賄に》ズ“鄭・・ ！4型6 才≧

Nま．地

　こ＼

　束『　件

二徳厳 レ　い r しち3

・、、ふ　つ、、う 、222

困 、甘；． い ．、14

1』評ρ・A・NIS・　　昌⊥
．9

り60l　　r　r、
　■　　■

計」 、1298

京

％

1 17甲 8

，，

了4・5

∫』4・7

｝．13・o

，；00・0

』静　　商一 秋　　
』由 ”

一1

計』
』2’パ

ド伜’ ％． ．件1 ％ 7／』 ヤ％ジ

分〔頂76

ろ
ロ19

　　8
　17込73
｛ い

とi16・真

』：．．78』2

こ’し4・0

　1．7
』100、0

1、弓＝5・し1忘・4・8 r・

Oξ

．1て箏3』 ：1き77・8 ＄畢5

　16　　　417－zpl　　　　q
　　9　 　　　 2．7 　　　　26
り』　　　　　身 ！

，、一 38　、．100・0　』為ノLO9、
r～r

164．
　．77」

：、妊4

　2．3

1〕
ヒ 』r、1　　　　』i’ ＝「 、＝ ’Gと　　』繧三

，

第蝦哩お無陛一、旦畔の鞍瞳間轡碑絹手駆妻憩匠ますか・ （・才）

＼馨
球 　…束 ”　東 瀞r”、岡 』私－『…1田’

．’

　　　　、．、』数

＼
％ 』件 ％ 一件 ％』 澤件．∴　　、 ％

イ殆んどなし
㌧。二五パ　甜分

オ、∫1
時｝、1

亭．守2 時i

二3時間1以上
｝．NO．A．N二S．

7、ぐト、　計1｛

　　　　、3

　　　1
！ 』10

　　　．r∫1・38

　　．．～ ：72、

　　　4
　（P－1128

　2．3
0．8

7，8

、29，7

、r 56，3

3，1　

5，100．0

　　r
叙　5　

、乱，一16

1松18
こ二60

．、『　8　

、」、ll
108

　0．91

4，6

誕工4．8　

、、46．7

，ξ 55．6

・王7，4

ヂI 100．01

　　r－3　1
n　 一r　

　　7　／
二i〕23　’

、． レ二7σ

　∴ユ66

・1283

　．1， 1
fΣ1

．5

恕三8．1

旗24㌧71
｝湿8，7

4ig　l

江00．σ 1

　、7
13

　112危

り26

　’1．

㍗
．語、ガ5

　 l9．4
iPi1243』

F、．〔 Fl包0、

　玉00㌦〇一』

’言千r

i　』r％
　

第26表一bお母滋ま領紀ど舜鵜商爵さ糎粕手に蘇鋤ま弧（斗瞬）、

．』 憲 』瀞 、’．』1岡

　
．漱　　』田 ∵　計ド［

》篭∈歪 、％
二

1件
．

1
ン』％

／ 、件1 ％ 』1件∵ 誹楚％儀

1イく：殆ゆどなし

1召．∫パ 39、r分1
．く》…1　時〔 間！

・そ 」2　賎：二間

、演　3時間以上1

』
到（）・A・NだSl・

　　　計

　8一ひ a3柊弩81 群・・8 ／

．、

落ID！：1仁il・藷！11器

84／、「・34・3　．・1熟261、気．28訊・

73
、2駄8 12・2i450』

　5
、，

レ2・0． 、」、17i・・5…

245　100．0　　449　100，0
1

　2　　　　1．2　　、へ・

22・

：：、1：1

馴
37　ゴ・22・4・！、2遜7・／》

』87聡52・7．牡3鯵
『17

．．

4・31
165　　　　　100．0　　　　　　』859

　2．・1

、lr7・6

1ン…碁麗・・

』・4琴・真

　’

100ゼOlL

☆擁醸←¢疇母細ま一日にどの伽瀾お子さゆ欄になってあげますか櫓鴫わか編」ll亭

【地、域 ㌧ よL■1．，㌧ 　i’y
尽

＝』 』　 私
・｛

』、
　　　 ’r一

申．へ 滅噺
〆1

笥時匹間 く’
己・件 r．件、

r
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，
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』30
一・

　　　　パ
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　　298

瓦9．5、．

0．1r
2，ρ．乙；

00．0、．，
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11二、3＄
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第27衷ra　お子さんは夜誰とねますか。（0才）

＼二腰
室・床の様子』＼
　イ 父母、祖父母
　　と別室

欄奎二襟

　同　室Nみ
　 NQ，A．N，S，

　　　計

束

件

20

87

9
9
3

128

京

％

45．6

68．1

7．0

7．0

2，3

100，0

静

件

15

59

16

15

3
108

岡

％

・13．9

54，6

14，8

13．9

2．8

100，0

秋 田 計

件 ％ 件 ％

5 1．8 40
0．8

126
44．5

272
52．4

86
30．4 111

21．4
55

19．4
79

ユ5．2

11
3．9 17

3．2

283
100．0 519

100．0

第27表一b　お子さんは夜誰とねますカ・。（』1～3才）

＼一灘 東　　　F京 静　　　　岡 秋　　　　 田 計

室・床の様子』＼
件 ％ 件 ％ 件 ％ 件 ％

1《遷騰歓母
麗襟1同・室　NI　A　NO。A，N

，S．

　　計

39

29

44

31

5245

　15，9

51．4

18．0

12．7

2．0

100．0

56

93

93

314449

12．5

43．〇

20．7

0．7

3。1

00．0

　4 　2．4

25．5

6．7

22．4

3．0

00．0

99、

6ユ

14

61

24、

59

11．5

2．0

4．9

8．8

2．8

00．0

第27表一c　お子さんは夜誰とねますか。（4～6才）

＼ミ諺姜束
室・床の様子 ・＼　　件

京

イ　父母、輩父母
　　と別室

』亭｛鷺襟

ト伺P室トNIA
－NO．A．Nレ』S．

　　　計 ”

68

「135
38

51

　6
298

％

22．8

　45．3

　12．8

　17．1

　2，0

100．0

静 岡

件 1％

131

203

45

88

　6

473

27．7

　42．9

　9，5

　18．6

　1．3

100．0

秋 田

件

26

142

76

86

　8

338

％

7．7

42．0

22．5

25．4

　2．4

100．0

計

件

225

480r

159

225

　20
1，109

％

20，3

43，3

14，3

20．3

　1，8

100，0

相手になっており、母親と子どもとの接触はかなり密に

保たれていると、いえよう。（第26表一a、b、c）

　子どもり寝かせ方をみると、大人と同じ部屋で、寝床

だけ別と㌧｛』うものが最も多く、40～50％と約半数を占め

ているoしかし、曳・わゆる添寝をしているものが、秋田・

では非常に多猷1～3才児では47％、4～6才でも23
％とぐ 1非常に多くのものが大人と同じ床に寝ている。秋

田の揚合など部麗数も他に比し多いのにかかわらず別室

で寝るものは極あて少なくぐ4～6才でも8％に過ぎな

いぴ東京の場合など都屋数が少ないにかかわらず、23％

の 柳；別の梅醸ており・棚の鵬と馴照をな
している。（第27表一a、b 、c ）

　f）育児用品にっいて

　子ども用品についてみると、子ども用優器を備えてい

る家庭は、0才児で30％、1～3才児で40％、4～6才

児で20％であり、1～3才の年令段階の子どもの半数近　　、

くめ家庭に子ども用便器が備えられていることになる。

特に東京の場合約50％の家庭が子ども用便盟を使って

いる。　しかし、秋田や静岡では、この年令段階でも、備

えていない家庭が約60％もある。（第28表一a吋b、c）

子ども用ベヅドについても同じことがいえ、秋田の揚

合は0才児め場合で35％しか持っておらず、東京の70％

の約半数である。4～6才では19％と更にその半数とな

る。（第29表一a、b、c）
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第29表一c　子ども用のベヅドがありま すか。（4夕6才）

静　　　　岡 秋　　　田 計

％ 件　　　　％ 件　　　　％ 件　　　　％、

、イ 』1あ　 rる

ロ、、な　　　い

　NO．A．N▽S，

　　　露十1

　90

、204

　4
298

30，2

、68．5

　1．3

100．0

176

293

　4
473

37，2

61，9

　0，8

100，0

　64

』267

　7

・338

18，9　　　　330　　　 29．8

79．0　　　　　　764　　　　　68．9

2、1　　　　　　　ユ与　　　　　．ユ．4

100．0　　　　　1，109　　　　　100．0

　また、最近では母親が子どもの衣類を自分で作ること

が非常に少なくなっているというので今回の調査でも、、r

子ども用ゐ寮類を家でつく為か質聞し丁みたが、意外に

自分でつくると答えたもの力監多く、作らないと答えた母

翠は約40％前後であった。中でも秋田の場合は自分で作

るもめが多くく 約70％のものがつくると答え、つ一く、らな

　　　　　　　　　　 リ　　　　　イは

　　　　　　　第30表一a

いというものは30％前後に過ぎない。

　つくってやるもののP内容はあまり地域差はみられず、

セーター、カーディガン、ズボンなどが多い。　しかし、

秋田の場合には和服に類したものが現在でもかなり作ら

れている。（第30表a、b、c）

子ξも用の衣類を零母さんがしつくることがありますかσ（0才）
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第30衷一b 子ども用の衣類をお母さんがつくることがありますか。（1～3才）
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・第3俵略お子さんが一日のうち費レビをみる時間はどの位ですか。（r1鴨才）
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輸表一bお子さんが一日の甥でテレビ癌る1糊はど碓ですか． （4褐才）
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第32衷一a　食癖中テレビをみせますか。（1～3才）
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内藤他憶正常児の家庭環麗に関㌃る研究
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地方がら薗親共上京して仕番導？矯で槍委ム達璽場食ゾ

ア容←、民台間以上¢）家を望物寺と 嫡非常艇鐸レ吟わ娩雪

菰る。、・その丸めぐ近所き¢～瓢兼ねがう・・1ヤ漆ヤ漁テギ蔭

の行動謝して洲限晒蝋身、、、．、輯麩≦・と 蛙㌧暁
でも叱蓑遇うなζとがレ慮し畷苑、ゑζ・、ヤ・わ・粧愚q：、柔レ

て這 そ覧し恥地区g撲合、1乏近所に潭当な遊ザ場も欺い塵

め、，外に出ずこと1もでき∫ず蘇活動ぎ題gり子ども蚕聾辱

室内で牙咳ビをみた虹、，峯肉華ぴをす為琢外獲瞳闘を過

すことがで紘ヤ戴う搏嫉鱗零纏織・至・説

う、膿こと1潮の手嚇艇縫億堅マ鱒告麟

とゆれ磁騰駅子疑頒輯確叩鴫嘩や
られてヤ矯。 諮気 ♪．「ン㌔． 、、． ・’りこく

　また、このような劣悪な生活環境セ凱家の中で内興塗

どの仕夢を行なっている家庭では更岸登ξ≦蕉セ♪モど

もセ零し珍戴脅 峡やナー裟をΦ中ヤ“紗躰韓姑憶う

よう二な状態に鶉疹払誓憾喬容庭も坐蕉≦奉』猷：1結犀塗摯

擁場館釘魅嘩摩掻噛理糟1健も1寧
しζめら融質レ常う薫ζ膜尽秘契テ1ども目身璽隼濡ξヤ

独の瞬ど織継て墜勲嘘顔・・晴、、、」、昏

親の干齢麟晒纏恢テゼ鱒、ミ麟大人餌
を感じながら生活することにな為わ嫉であ嗣。ll糞れでは

融脚ρびの磯雄灘ξ㌧疹尽．健鱒鯨
　②÷宵児用品1こつ腎て 貼　 宅：
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えている。ベビーベッドなども大半の家庭が備えてい、

る。乳児の着物なども既製品が殆どで、、親の手作りのも

のなど殆どみられない。たまに家庭で縫らた物を着でい

る子どもをみかける事があるが、それは祖父母が同居し

ている家庭で、・｝祖母の手によるものであるo

　子ども用便器電、山の手の場合は多くのものが備えて

いるがk下町め民間アパー∫ト生活者の場合に少な』く、多

くはアバートの使所ですませ七いる。

③ 観磯酢ついマFr　』 1　 ∵
鯨囑合瞳家族が暉艦多騨係もあり諦児

瞬ξ父麟蔀よって徳われてし1黍・出産の師ら

姑曝隷蝸こ腔嫌い渓家岡獅か・父親の参加
によ？て、出産時の育児や郷をす総て㌧・る家脚ζふ

えている。たとえ祖父母が同居して恥る場合でも、母親

が仕瑛をもって育児を祖母が担当しでいるような時を除
～・て、

母親り手に委せられている例が殆どである。、昼間

母親が仕察をも、ち、祖母が育児を担当しているような家

庭でもミ祖母達ほ自分達ビ責任を負わされるのを回避し

ている傾向がみられる。

　冶授乳、食亦について 　 　　一i　　　”』f

　栄養は人工栄養が現在の束京では常識となっており、

生後3労月を邊ぎ《母乳を与えている母親は非常に少な

も・。そし七哺乳にらいてもせらかちでありく＝乳児がゆづ

くり飲むのを待ちぎれずく哺乳ビシみ穴を拡げたり、 》途

中セ打劫ら七、乳児を不満状態にお㌧達いるよう・な母親

もL・るど七！Yう。一育児知識につ島・七亭裏チシビや雑誌などか

ら豊密な情輕をうげ七いるためぐ ！発達の標準や、 食事の

昆や質についても神窪をかなり使づている親淋多い。、そ

う・した知識が逆え災いとなりて、子どむに犀力をかけて

いるよう な例もある。離乳食なども農村などに比べると

ず6と既製品が多く使われぐイジスタント食品も乳幼児

あ食生活め中に多量に入って来《いるよまた、ト乳酸飲料

驚㌔聯与御叫騨騨噌聯
　‘一排泄についで
　癖泄のしづけ紀ついても親達のせ6疹ちな態度が目 立

ち、一本た記じてある標準より、少しでむおむ◎のとれる

時期参おくれたりする1と大騒ぎセあるσ凄∫ちろんぐご5

したこと渉子どもの不安をよび、頻尿症や抹泄を拒否す

るようなケー貞を多ぐ産んでいるボ排尿便め予告までも

親達ゐ競争め対象となっている感が濃い。・

　％ヒ玩具、 遊ぴについて

玩雌らt・て賦その数も多ぐ、与た過ぎめ感が深い。

そして、その内容や与え方には多くの問題がみられる。

女め子の場合はい犬形く』ままごとぐ絵本ぐ折紙など、 男

の子の場合は｛桀物類、 絵本｛ r、ビニール製の人形（怪獣

など）、積木などが多く与ネられてヤ・うが、その内容をみ

ると、全てといってよいほど非活動的な玩具であり、創

造性をのばすためにも適当でないものが多い。これは前

記の如く、住居環塊に大きな制約があり、活動的な玩具

で遊ぶだけの余裕がないためとも考えられるし、親達の

自主性のなし．・、 l遊びに対する無理解な態度の結果とも考

えられるが、 子どもの遊びの生活にとって非常に望まし

ぐない環擁とヤ・えようo静かで、揚所をとらないですむ

遊び道具のみで遊んでいたのでは、子どもに活動的な行

動や積極性、創造性など望むことはおよそ不可能であろ

う。

、＝（4）醐雌につい覧

　〔父親の場合〕

1現在の東蘇の父親をみていると、乳児の世話などにも、

穣極的に参加する層が非常にふえて来ていることは導突

である。入浴や排泄の世話までする父親が、アパート 生

活者など殆どともいえるほど多いくと同時に時慣」的に多

忙な父親の揚合は、僅かの休日しかふだん子どもと接触

し史いない。

　しかし、何れにしても戦前の父親などに比べたら、現

在の父親の育児やしつけに対する参加は比べものになら

ぬほどふえていることは事実である。休日 など一日中子

どもと付合っているような父親も いる。F玩具や子ども㊨

為の食物欺どを買づてくる父親む多く、∫時には母親が圏

るほど玩異を子どもの要求のまま、に買？て来るよ うな父

親もいる。

　そ してく 厳格な父親の像は、現在の予ども達には全く

なく』、 父親をやさしい存在としてとらえている子どもが

大半占めている◇r幼児期まで⑳しつけにおいてに、父親

はその権利を放棄しだ感がある。

　〔母親め場合〕　 　11 「　
』〆

　母親の場合も、以前に比べれば厳しい母親は減ってき

ているが、今一番聞題に冷？て』・至ゆ曝母親◎干渉題多

である。時にはその干渉が全くめ的外れであづ一たりする

こともあり、子どもはその干渉の圧力の下に常に苦しま

ねばならぬ状態におかれてしま？ている。

　 rそこでギ現在の來京の母親達にみられ為育児態度の歪

みの主なものを次にあげてみょうoこれは保育や保健指

導に従事している人々の一致した意見でもあるわけであ

る。

　臼）ド自信の欠如一不安定な育児』　、　』 1　　㍉、．

　（ロ）』公式的、・機械的育児 　、評 、r㌧、

　 の　合理化された育児

　⇔一マスコミヘの過度奉依存

一208一



丙藤播三正常児あ蒙雇藻麓匿関手る排究

爾一他人按存的慾青免 い隔〆1・斗」㌧ ト ∫ 震1鰹i’1　　生企の危険となおことも考えられよう。それは億親2し

　丙・勢力み放棄」 1’・㌃い 』旨～’ ∵♪㌧癒じ・＝こ＝

　ωゐ自信め自儲あタと如とぷぢピ～鐸ま、・子溶、も匿対¢営

ら母親セあるどとを放棄じたよぢ液雪動匠し巌しぼあ ら

郷醐やしつけについ塒に魎夫淫陣蔀層も

めであお・嶺鰹嫡唇轍鞍定耀子醜繭す
る接漁癒～≧到底期待セきな跳しご一貫もた しうけ濠…ども

木可能セお葛ず香兎に対する自信あ欠如め背景に轍ゼ現

勧齢や犠生灘瀕駄麟動勧や漉託漸
塵感や違箒憩ゐ欠如巌1ど壱ほ豊め・左してご種々め価値観

の翻赫勅麟・睡白舵く母子関廉影翫離
す多くの要素が衡昼続 乏は㌔： 醜瀞卸れ

　としても、親の側の不安定な子どもに爵‘すお懇度は」11子

麟麟聯繍形成藤じぐな㌧擁を灘す
　と典にミ…’蘭庖行動1を惹起き笹お夫・ぎな要肉としてぐ常忙

趣鋤職ち磯纏魎競勘多ぐ力軸菱
脅身も噂晒騰鞍藤麟や鰹鴫濾び
魏襲離1驚幽ll糎鵡嗜
助賦的く機舳競と鶴要ずる匠う磯麟

勘酢の醜吻準麺測紛た斌や標靴
　どを固執奇葛ことに薮るものそ“最電力動的ぞ湯ちね破

齢翻児齢銚魂噛是化苓擬燗・1火・人が
　もつ個性を否定するものである。例えばそれほギ身体発

鷲黛欝騰轡す鱒噸塾盗鷲・
　のの合理化というこ乏竜ぞ現代的風潮の反映で診猿1

　少しでも育児においても手をぬきミ・蒔商酌余裕を生み出

　年ヒとに波ガと訟塔徳親あ態凌セ浜＝ ス聞を物質視すおこ

　乏紀うなが・或～子ぎもは没矩ド1ゴシ黛｝捧にめせちれ零

商品と荷膿魔蒔笹なぢて1魔うわけ吻罷食
　本』鋳泡ゐ蛙話すちもぐ母親め手を直擦装渚らお零ずに

｝むよ鱗謙らて来賦～る今日6育児環蟹と嘘・う・もの

麟購霧繁、蚤、奪贈騨達は気がり

・噛畝F§・ミ訳め鰭度絃都会の億親の場合非常に強

』1総撚鷲欝雛臨》畿碧藩隷
』』

て絶妃的濠感ず らあ「るら・℃づけ濠：どをごりい七＝も1司様でζ

自分を持たぬ母継醸詮七娠謎からの情報に頼る

　＆署に巌rりい結果に爵い七は右往左往することに薮ら亡

　昏るる』・・』；rl ’』～ 丞ド 」

ンごll 』（’一 ＝ド1』・ 1、「

re迩・

濃慧魏龍畿論蕩織峯竪議髭
』1らきそれほ窟大濠危機とも なるものでぐ子どもにと』ら七

物義齢放棄醜泌わげ嬬萄子ど罷育てる：こ
　とを非常に安易に考えてい望ぐフ産刃曽孝だ蓉びごん簸に

煙醜あ脈齢齢‘らた駄遷力毫妖尋 2大研ど
　もを萢え七苦じ湊でぴお苺親あ場合などミ1㍉苦労を慈徳と

　みる鏡義あ嵐潮あ車拶字めま：ぢ・濠竃づ辱あるε1都会ゐ生

　活は、（入尚齢ら努力喜ぶ事昔労ず岩2鶉㌧ぢご老め価値を

　忘れき竜、1達亮安易な生ぎ勇ゐみ示横行転’母親逮の多．

．ぐ殊ごそづむだ誤むた生ぎ方に毒ぎれ宅“るまづに思え

　る。τ 』 ’ 蹄・』こ　
く

∫’一“轡葦ぎ二t＝1
｝ ・・乙

み；F・」ジ ・／1 r』； ∴

　「 〔祖交母め場否〕ir・「 1丞計ン 猟1鰐1‘’‘1講徴・’㌧…r・P一

唆村舵セ砒べ』一鯨都醐春は、哨躯づ成祖父

　母の発言力は非常に弱まうているQ特に山の手の地区の、

　場合そうした傾向が著し）・。しか1し誕下町地区の吻部

を（特贈からの商御麺紬㊥・ 就難歓働
　力が強くくき母親がその匡力に悩ま婁れているような例電

　かな1りみられる6慰う池掩地区饗嫁祖父母φ経済ヵも強

鐵蹴購1雛驚、灘且1織難』
　ぎ謄祖母に育児を任帝て恥る漢うな家庭の亡部にも同じ

　 ような例がみられることがあ沼6i三1二rて ド1．二lll鼠・粍、ピ！・ 、』ギ1一＝りゑ

　　祖父母の育児態度にういて む間題に奉矯④は鞘やぽ、り

　甘》、《・過保護な態度である。、その点置若い母輝乏の悉見

　の衝突がみ られる身らけ肥あ・る♂・これは農村の場合などと

　　以上、、東京都における正常児の宥児環境にう》・に述べ

て総わけで麟ウ監、そ曜大の特徴巌…1い融槻代・

旛市蝶麟ら泌鰍が惚魔締児に鱒齢
総航誘間粧硝児が・ 知らず知酵磯醜隣
藤町麟搬子関係を著し煙めξ不撚郊寧、
レ穂聡る薯島NI引どとである這遣ケしノ潭状態は書テ零も達・

醗崩魍齢まこ脈稗なごと！轡肉葦轡’
　き事態～長～えよちび非常紀極端な言》く方を学幾矯各ぼ鎚

響総灘抑礎1糟鷲1
　ぐ1な船東京都における調査にマ汰，賛育会婿院天奉昭並馬

髪婁器灘磐轡轡轡象讐驚 1、』

　．ズト㍉ fl炉・く哨冷1　』． 』1・1ゴ．い　 ！』D準駅昏 ！

、，鋲麺題雑開転 』膨 齢趣』

柚嚇鰍麟嚇鰍準鰍馨讐、
　邸項紛け報告することにする評1夙’仁51憾壁二τ｝

織難欝犠錨鯵驚謄鷺肇
2）親子の接触について（幼児の生活構懲こ闘麹騨
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査から）

　3）．市町村、保健所保健婦、・保育所保母の座談会報告

　（1） 秋田県の現状につ竪て　

　東北寒冷農村地帯とレてぐ多産多死り乳児死亡高率県

の本県も～出隼率嫉全国でも最も低い方のグィレーブに入

り、（45年度人ロエ，000対14，3、全開18，・7）乳児死亡率も、

時代の進歩に伴ない出生も000対真5、9、 （全国1＄，1）と減

少してきている。社会の生活構造も年々変化しており、

今回正常児の家庭環境にラヤ・て、本県g状況を述べるに

あたり、本県統計課の資料等を参考に、子供をとりまく

社会環境の変化の一端を述べ、あわせて我々の調査より

得られた既成資料より子供の発達について、少し‘ふれ

てみたい。

　1）人口構造の変化

　本県の昭和45年の人口は、約123万人であるが、年令

別にみるとぐ年少人口（0～M才）24，4％、生産人口（15

～64才）68、3％、老年人口（65才以上）7，3％となって

おり、昭和40年に比して年少人口18，1％の減少、生産人

口でL8％の増加÷老年人口で22．6％の増加となってい

る。このこ・とは、 出生の低下と、生産人口の流出増加お

よび平均寿命の伸びが原因とみられる。

　2）　農家人口の変化、 1農家所徳

　かっては60（’70％の農家人口も、昭和半ば頃より少な

くなり、’35年に57．4％、45年に49．2％、46年に48．2％と

減少してきているo農家所得に占める農外所得の割合は

49，1％と農外依存度が強くなっている。

、3）　農家の出かせぎ者の状況

』農家の兼業種類の中、「出かせぎを主とする場合」 が、

30年は、10農家当たザの割合が1，3人だづたのが、40年で

3，5人乱．46年で5．4人乏なった。46年の出かせぎを主とす

る者の数昧63446人で～その大部分が関東・（80．2％）、

束海1（8．6％）1地方で、次に近畿、北海道、一部東北その

他であ為び県内市町村の中には、地域ぐるみで3～6カ

月の母期間｛家を留守にする＝ことが常習化されていると

ころもある。

　4）’生活用品1（ガろ、水道、自動車、テレビ、ラジオ）

　生活必需Qもの1と、してく 燃料嫁壕も大切なものの一つ

であるが、生活環境の近代化、高度化が進むにつれてそ

の霧要童は年々増加し、 ガスは46年は、40年の2倍近く

なっている。本県の世帯数は約303千であるが、ガスを

用途別に塁ると家庭用が72．9％で、県内世帯数の23．0％

にあたる69千戸が用いている。

　水道普及率は、45年度65、0％であるが、；れを市町村

別にみると、市部82．1％、郡部51，2％、，村部45．＄％とな

っている。

　自動車の保有台数は、45年度総数20万台を上まわり、

66，0％の普及率で、テレビ、ラジオは、43年に96．5％、

46年は88、8％で、受信契約外も入れろ≧、 ほぼ全世帯に

入っているものとして過言でない状況と思われる◇

　5）　婦人の就業状況

　45年の15才以上女子人口は4，484人である。秋田労働

基準局調ぺによると、就業女子人ロは、生産女子人口の

約25， 7％（全国38．7％）にあたるo本傑においても、郡

部の町村では誘置工場の設立が盗んで働く女子人口は年

々増加している。また、かかる工場や、事業所のみなら

ず、家庭内職や、パートタイムの仕寮を求める人々で、

あっ旋業は盛況を呈している現状である。

　6）　乳幼児の事載

　本県の0才、1～4才、5～9オ犀ρ事故死亡状況は、

10年零り46年までの発生件数としては、年々減少してき

てはいる承他の原凶な硯児死亡轍の即よりス
ビードがおそく、従って、乳幼児死亡の中の事故死の割

合は、逆に年々上昇している。46年度男子で、1～4才

の場合、死亡の73．2％、5～9才で70％が事故死で、幼

児死亡原因の主役となっている。女子の場合でも50％の

率をしめている。さらに、その内容をみると、澤死と、

自動車事故が大半であるが、その中でも、溺死は年々減

少しているのに対し、交通事故はほとん．ど変わらない件

数が続いているo

なお、注目しなけ癖な臆、のは・43年騨・0～

9才までの他殺が、43年に10名、44年9名、タ5年襖名、

46年貯名となって～・誇ことである。

r7）　子供㊨養育者につ㌧ ・て

　第34表は、 38～39年に秣甲県本荘保鰹所管内（1市7

力町村、旧町村単位4町18村）を農林管経済培区帯区分

白分類基準により・都市近郊（本荘市）》平地農村・農山

村に分け、乳児健診の揚を用㌧》て《獲育者状況を調葦し

た結果と、昨年（47年）6月～12月までの県内39市町村

の乳児健診実施の際、同じく調査した結果を比較したも

のであるが・10年前の農村郡における保育参主体が祖母

に重きをなしていたので、凍第に母親ゆ手にゆだね われ

る傾向になってきたことが伺われ為σこ4）ζとは、第婁5

表の今年乳幼児家庭環愛調査奪実雄した本荘》矢島地区

の5市町村、8保育所Φ結果からも同様の題向がみられ

る。しかしながら、まだ～世帯りほと々どが腹合家族の

農村部で、このような表り数値にあらわれ欺い嫁の座か

ら母親の立場として、保育の実際からみて壁は厚いとみ

なければならない。そのこ之は、 例数は少ないが、 母親

が新聞を毎日読む機会は、10年前の比率と変晩．な く「全

く読まない」からr時々読む坊向（と移．りつρある力噺
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第34表1、肇育者Φ堆区別年1度別隼韓 々秋甲県） （）％

注1 ．昭38～39一本荘保健所管内1・市7ヵ町村　　　　　　　　　　　　　　，，1、

　昭47　　　県内39市町村
　　　　　　　　　　｝崇：［じ　　　　τ凋’l　　　　llr ㌧1

　　　　　　　　　第35表　養育者の地区別年度別比較（秋田県） （）％
＼k葦議　　　　＼、　一こ・』・螂

源　＼調鱗 激

』

－、r

～
．都 布 近 郊

：、’ lrl平じ地究1惚ミ村 農　　山　　村

一
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38黒391． 48、 ＼ 』・β8～39
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．ヤー」・
β581・』

158 「ア425’』 296
P㌧

742！r
400

　1赤
ち
』や

ん　　い
，を　育　　　て　　　る

卜 　木

　，母　　　、

「・　母　　　　　匙

・r祖　母，

い．1

　の　他ズ

　286
79、9）1、

　53と
、ご

（14・3），、

　7　　r

2．o）1・『

　　こ 　曳12

3，4＞1』

　　1ユ8
（74 、7）

、　　ご29
（13．4）

　，3　（1．9）

　・一8

　（5．1）

　174
（鶴9）

l1214

鯉・4）

　　7・α6）

　二30
（7㌔1）！

　　139
1（47．0〉・

乙〕1129

　233（31、4）一

450
60．6）

　4
（0．5）

1　

　　55
　（7，4）

1225’

（56．3）

イ137：

・3）

27
（6．8）

1111

2．8）』

　　　＝、
「1お・新iま
か』聞 す
・あを＝：か
1 さ毎1ん　日
・頓見ビ

　　　　　　220　’ 閣　　　　　92

はr・，¢い｛・（61．5）こ 乳（鈴∫2）

　、、　n　　ニ　ド…　　　100　呂、ρi　　　＾12

いいえ （27，の1、、こ （7，6）

　　　　　　38 　　　54時1L々　（10．の’』・1（34．2）

1｝ fg1 嗜z卜 14

（44｝9）蹴（38・ラ）、

1謬1）1、llll（2・ll）l

l2111〉、：1輝）・

　　259　　　　127b
　（34．9）　　k3L8、

1鵡．磯
・∵罐ジ過71＞i

　準ll昭38739一本荘曝鰹所管肉1市7ヵ町柑　　　｛1

戸昭鮨本荘・押軽5糊重騨所1・
聞を配達される家麟多く【なラ瀧との影響搬しで少

なく厳いと思われるこ邑ま∫り、母親の家庭内生活の実態

は激して勤 勧碑凝ゆ1と糖さ緬。
、∫

　8）　子供の発育について

　我々は、38～43年までモデノレ地区を設けく’乳幼児め発

育調査をした。 すなわち、∴｝11・ミ 1ill礼11、厨還il∫l　rl ・＝

∬（1）本荘保健所管内艇1・市71ガ町村）㌧1～：ll ；甫…λ』』1

1≧！⑫）由荊郡鳥海村て典型的農山村ン（！㍉ド翫禦i人』11Fl

1、♪ 南秋宙郡昭和町．（半農く 「半都市）』』1’…努r 馬ご・二㌧

で、 災施年度、〕調査数、受診率等ほ第3戯に禾ずと一おり

ン』』勿論個憲の町村におい綬’rぞれぞれの問題はあるにし

・でもぐ身長ざ体重詳戯ヴ ブ指数等計測の上がぢみて、．r全

．体ど しで35年発育値ば追い越し：ごお1り
、
＝年々ののび率も

すばらしいものだったO　　』・ 、1 1』・』 、』51 ド㍉』べ』

　　 P＝F
【1
lo「…　 ：r㌧ メ 「　

∴ljr
　　　　TLlン』［C　l 』∫　、　 』ド　』　ド、： 1・1

最近の子供め発育はミ本県においても確え上昇し宅お

　　　　　　　ンり、地域差砂献姉て幡識紛蜘減齢ら・
の速断振、早評墜勘る溶県内φ鎮向め』端を伺熔知る

ことが出来ると思われる。

r9）』精神発達について〆努．卸∫1‘．ノ』▽肥冨1逗

・・ 37表ば、一本県 3才児健康診雀アンケ圃下（東京都3

才児健診研究会案）のく 41、 42ぐ．姶年に行ならた10，035

名め母親の記載状況である6ーとれをみる1に｛唇葉の問題、．

食寮． 署ラごと を聞かない可不安やおそれ」ひどいぐ腰、

大人1こたなぢξ・などにづいて母親が疑蘭やざ不安を持ろ

て可・る宣 とカ；伺われるδ』！　’（づ1∵い二f ム1ζント＜ 、い5’…｝』’9

，1声方ξ本県に溶し1・’ζ、．眸年より乳児の精神発達め4指

標喜し淀ぐ乳児め行動発達の状況をブシケ碑il鹿方弐と勘

ズ亭乳児健診め際にr 案内状とともに送りぐ母親や家族

に質問しているが、47年度の本県39市町村のアシ孝聾“
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第36表 乳幼児発 育調 査地 区：
秋田県

地　　区『名 年 男　　子 女　　子 計（延） 検診笑数 受診率
乳児∵

本荘管丙』

海村．

和町

　　38

8、39．40

1、42．43

1，5？ポ

1，王30、

750

1，477

976

657

r　3，053

2晃106

1，407

1β00
688

502

81．3

3．5

5．4

計 3，456 3，110 6，566 2，490

，067
526

391

　　　一
9．6

1．2

92』4

3　．

才児

本荘管内∵

海村

昭和町

　37、38．

38、39．40

1、42．43

685

209

57

777

38

52

1，462

447

309　、

計 1，051 1，167 2，218 2，984

、

第37衷　3才児健康診査アンケート記載状況 秋田県　昭41、42、43

へ

アン ケート

保健所名

例数
一＼

エコトバの おくれ・

　　　　　　　　音
3’

　　　　　　動
4』歩　　ぎ 　方
5手　先　の　動　き
6 ・』　　　耳

7　　　　目
8 食　　　　　　富
9 ＝排　　尿 　便
10夜　の　睡　眠
11

言うこと蟄か加
12不安やおそれ
13　ひ　　　ど　　い　　　く　　せ

14大人にたよる
15 1友 達 と・の あそピび

4妨 かぜをひきやす》』
手7．，ひ…き つ rけ

秋田セ～県

例数騨駿

　985
．1，507

　490
　272
　328
　83
　488
r2，085

　631
　468
12，093

1，003

1，075

3，297

∫7911

4， 703

　
969

1、9．8

’15．0

4，2

　零，7

　3．3

0．8

4．9

2α8

6．3

4．7

20．．9

10，0

10．7

32．9

．r 甲

9r

17，0

9．7

中野北

例r

18

’10

　 2
4
2

　 3

　7

17・．

』10

　15

7

　9

　9
21

　5、
16

　7

92に対
する比

8．4

10．8、

2．2

1．1

2．2

3．3

7，6

18，5

10，8

5．4

7．6

9．8

9．8

22．8
5』4・、

17』4
7．6

1目 黒

1例　数

4
11

0
8
1
0
7

20

12

5
16

12

4
M

・11

12

9．

98に対
する比

4』1

11．2

8，2

1．0

7，1

20，4

11．2

5．1

16，3

11，2
4．i

14．3

1ヌ，2．

112・2

9．2

大　　衡

例　数

4
5
0
2
0
1
0

16

6
1
8
0
2

14

8
8、

2．

22に対
する比

6．3

7．8

3．1

1．6

20，5

9，4

1．6

12．5

3．1

21．9

12．5

3，1

回答状況をみると、たとえば、．3～6ヵ月児について、

「音Qする方にすぐ向きますか～あやすと笑いますか、

まわりのものを よ ぐ見っめますかく首はしっかりすわり

ま・したか、 ，ねがえ り・はできますか、おもちゃでよく遊び

まr勢か⊥rなどの質間に対・し、3・802名の中19・4％がよく

わか．ら1ないと・答えて塾る63カ月児の2，773名の中では

22、9％が不明となっているび2才頃になるとかなり明確

な回答をレ汚黛る！ζ．，となどより、乳児期㊨あいま いな答

は～、、その面の知識の少ない1こと、祖母中心の育児環境に

なりやす』 ・などぐ母親が十分な観察が困難な揚合．もある

のではないか1と思われ1るo

（2）親子の接触にっいで、・・

47年11月本県の典型的過疎地区である、雄勝郡東成瀬

村（人口4、443人、、皆瀬村 （人口3，．8Q5人）、1由利郡鳥海

村（人口9，834人）に黙いてぐ 5才児の長子97名の家庭
環境調査を実施した。』こ久）調査は、大妻女子大学、平井

信義教授を中心に、児童学科、 食物科にお し・て、r児童

の生活の時代的変動に関する総合的研究」としてζ調査

班が編成されく46年度過密都市（東京都）の調査を行な

い、過疎地区として本県の上記3村が選定されて行なわ

れたもので、当衛生科学研究所母子衛生科も、共同研究

の形で参加したものであるo
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第38表親子Q接触につV・て∫〈5・才懸）llr～1

U』∫（、秋田ナ核、・、之複合家族観東京紫核家族ヒ｛ 昭47｝耳

質問項目

・a地隔域1別1丹秋、 由〕脳東涯叢ミ

～』
．　　 1十

　子どもめ1世話 善r

　　　（母親）

　　　　　 な

、調ラ査‘数㌦　97…　　9ブ1

ぺ
な

票㌧

㌧”

芋ーどもの相手

　　（父親）

γ　旨 ’ンCr2

r卜』ヤ．分‘・，一 控窺．［∵β．2　冨27r8汁

　　　　．通．

、、ほと・んど顔れないユ4・41 ．、ご5・P

・』 1、■
』』 、；・ 趣こδ母滋 ．／』39．2』⊃ ＝・

’ 二

奄…！～繕り・一．祖』1㌔．i〆て 母・ 145－4「』・ ・ノ、・ 剛1

¢過敦）111母（・ナゴ祖二母」・Lr∴8漉 》・ヨ1’rぐ、1三

r、　1、≧』

　．、
．ま1・満の　回也舵rL、7r灸アi

2につい
は策京

保 、育1 者
　．・ （現在）1

．レ’』l　r と　一r　「

1…質問項目・　
…

　地1域11別『1’麻』 胆卑募1．

。、

璽牽ゑ ・1簸 r97

．輿同撮日 ・　 〃

一①い　　く 29．9 71，1．r

』一 ド 』②1い璽か∫ない1 了69．11 28．19

①の場合誰と
6 、ヒ・湧∫・ヤ♪・r二

　　一ぺ

、、》くか．、、＝』家灘即眺

子一

　 　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　■
65』5

8も｛4

rr

　一
79，

7　　、「17．4L一

F，r減

凶での質間r
“ 項目 なrし

・祖〆r孤苧匹母’

マ母，十 ≒祖一㌧母．r

：そ ；1 ・の1．11｛他・：r！跳町 ／…

食事は誰力三？『
．5璽｝＝．，や1，

　　母 　4脳束景ぞの
　　　　　　　　質問項目
、母・ 躯柵母　　 趣しび

　ご．． 　杢 』憩’㌧1＝ 、1

汁灘1割攣寂雰ひly孟』｝

　、r　
、一ド

　・C・「ちづむぎ皆ろ・1

　　・一41』ゑ

　　…43』3ギ

3．H；）』

3
、讐嘉鱗欝、

　　　　　　　　P
33． 1

母 　、」⊇1　　子’　～1」ノ0　　　41．12

争・卜・一∫あ u」1 一匁｝で｝・・O

腿義ろ昏“」ドろ諒£　　　 噛9沿塾

　　　　　 な、 1　　し
　　　　　　P“㌔㌧・』＝』メ～． 　　　　’ ，乙

、全填です姻』1 、　』，憩
鷹備間嘱，．』駐盆 備
　　　　　’4

コF ・r

以逗L／ 78，14卍

　イノぜ　コ　ち　コ　　ド　ソじ し　 ベ　ド 　ド 　　　　 ロペし　

，、，　　1興鷺 い倉も』二46・針獅・

4．障河レ雇膿纏’で 脚．r、、話 熱1
　　　　　　ぼ孝茜どみな㌧、　　’2』1
　　　　　　　　　　やへ
　　　　　．i二継廓齢骸識・ ・・

♪la｝・3《・：

　　　　　　父母・祖父母と　30，9　．73、2，．
　　　　　　同じ部屋で1人

1i祖父鍛と個起部ニモ∫“

屋で
、、

㌔

父母ぐ『祖父母と
同じ床でねる免3す・乱．1し桑、2

鰯査瓢陣轍棚沃妻妊轡鱒群晒て
作歳さおご乗景都そ痢いだも めにぐ：多少ζ・ r秋田ゐ農村の

、縫をズ醸φ嚇ず翻搬はミ∴調醐層
詣ト 力武ンを湯ぢふむ畔各家庭に配布し七や家族で十分

に話し習“な淋ら記入1》懸織ら齢・ぐ母親に子供を向痒で

融豪嚇参齢ち督会鱒ら些酵輿蕪鯵
った。　　　　　 ド　　　　ーμ　　一二』＾ 1帆

・1』轍弛繰麟段階爆な酪識子嘩塵、』
購あ…額目は轡画縫肋頸的猫参離飾・
を思お浪おめそミ平井藪授薮らびに枡究輩員の御厚意脅し

本報都轡雛寵傭輸嫌続め鷺鄭劾、1
紹介かたがた私見をま悪少しi＜め歳てみた》・るノン∫ 』ゆ、

　なお、この表極狂脚あらか師虻ゆりこ罷奉
廿れぱならな焼¢ンをまき容族形態ほぐ束京は核家族り遜を

対象と・し～萩由ほ塵と：亙εが複合家庭であるζと・また”

父母の就鰍況は練京醐餌陳勧69％齢ワイ

、険ラ擁だ鶴曄賭筋戻 》母親の吻溢牒・
であるも・毫れ紀対｛》尊秋甲ほ農業が主敏lll父母瞳祖蓼母

の主灘靴鰭じ炉嫁麟多・く’澗地群明らか
な背景の柑違のあるrこξで勘る6　 、　』、～∵…方へ二む

瓢、1轡糞醸鷺辮讐那ヲ繁鷺
・寅、 ろぜ船父さん砥φお子さんと遊び喜す恥」 1÷肝瑞　

㈱ざん継解纏みられ為：のが秋町％纏
京48，5％、普通醐由78・4％、 鯨48・5％であ拓試一・

　、細磯合話繍肺泌弊は澱作業晒七・・
祖父母と同居磯村家庭どして純ら）と♪もと・思われ挙ら1

普通の比率が思ゆほか“卿力ζ諺囎通め麺騨．
　おそらく東京と大分異な るのではないかと思わ胞るb・ 鍔　。

　同様に、父親の子供相手も 十分に∫が5．2％、 「普通

　に」 ilが4（芝乙2％でしある 力靴こ実隊面につ吟ζてば束窟の揚合

・と・ξそれぞ湘当嘘励二麟 1と鍛総な臆ヤ｝鱒』

』鍬田の農村の父母瞬子供とトの接触楓に1晒略饗＝

散騨ま縄て嶋状態であ＝りよ1そ躰餌雄櫛」，

を得ない偲に、労伽問題がある6油方こ麟極飾壁・∫

・← 2顕3・一
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供と接すること昏の気はずかしさは、父親の方に強いよ

うで、その上、仕都と祖父母の間にあって、小さい子供

は・家にまかぜておげぱよいとし・う気風はまだまだ根強

い9「、l　l　　　． r・

　2）・1丁これまで誰が主としてお子さんを育ててきまし

　　たか」

　　　「現離が主としてお子さん鮒てていますか」

轡にお、．依無39・2％く祖母45、賜だったのが、現

在、母52，6錫》．祖母34．0％と なっている。このことは、

さきに秋曝槻状において、子供吸儲についての

べたとおり、 次第に両親の手に移行しつ？冷るこ≧は確

かである。乳児健診硯おいても、母親同伴り子供が多く

なってきズいるカ㍉．子供の ミルクの量や種類など具体的

なこ≧融ると・』はっきり 頃い母蹴働き咄て㌧・る
儲勘か転農村の母子保健の上セ職おわれてい磯
臥＝年々少しず・？打破ら診ているが、・努ヵはまだまだ続

けなければならない。

　しかしながら、・複合家族の、1子供に対す る良い面も否

定さ紘いσ一方において・儲ゆ核鰍の増加噛わ

せて、勤労女子Φ増加に伴ない、若恥母輝の就業者り増

脚など』』市部も農村もそれぞれに育児の問題が大きくふ

くらんでいることを痛感する。

r3）　r食事はだれがつくりますか」．

　　　 「食事は恥つも誰としますか」：

　　　「お宅では1遍間のうちで（日曜疑を入れる）夕

　　食を全員でするのは何回ぐらいありますか。、、．

　母、祖母それぞれ50％の割合で食邸をっくづているが、

経済を含む家庭のさい配ば祖母の揚合がまだ多いようで

ある。1母競は、 若い労働力として外で働 く機会が多いこ

とが伺われる。

　食蛮を家族全員で揃りてた尽る家庭が、秋田、朝37．6

％・夕84・5％、東京、朝4L2％、夕38．1％で、秋田が東

京に比しはるかに多い。このことは、 該合世帯の昔から

の風習と濃業を主としている家内作業が多いことから、

当然と思われる。南．」 　．漕』 ’1

ゴ㌦．

　1週間の中で、全員で食事する回数が、4回以上は、

秋田87．4％～し東京46』4％であ りく”この面でも」労家揃っ

て食齋をする光景がよく伺われ《、、このよ．う な家庭環境ば

残ってほしい ものと思われる。

　4）、「テ．レビを親子でみることがありますか」

　親子でいつ も、』カ｛秋田46，4％、束ヌ気49．5％とほぼ［司じ

比率である。1秋田の震村では就寝も早く、1日中はほとん

ぎ作業に出ている場合が多いことなどより、見方、時問

帯など亭この成績は秋田の場合、検討してみてもよいの

ではないカ・と1思われる。　

　5）　「お子さんはひとりでねますか」

1秋田の揚合、1祖父母と同じ部屋で、．が28．9％父母、祖

父母と同じ床で、・が36，1％計⇔5，0％で、この項目からも

祖母ξの関連は、日南の労働時間のみでないことがうか

がえ る。

　6）　「家族で一定期間をとって、遊ぴに出かけること

があヴますか」

　レジャーと して、家族で歩びに出かける場合が、秋田

で29，9％、東京7L1％である。秋田の場合、その中家族

全員でいくが65．5％と、祖父母と共にが大半で、主導権

の問題が関連・していると思われる。

　この外、屋内め遊び相手を父母について比較してみる

と、秋田では父または母のどちらも子供の遊び相手には

なっていない6ほとんどが弟妹、祖父母と遊んでいるこ

と炉多救は じめの、お父さんの子供の遊び相手の項の

回答が、 十分ばが5．2％、讐通が40，2％となっているこ

とに、いささか疑問が出て来る結果となった。

　以上、親子の接触について述べたが、これだけの少な

い質間項目を通してみただけでも、親子のふれあいの中

に、必ず祖父母、殊に祖母の存在を重視しないわけには

㌧・カ、なし、o　

　秋田 の農村の家庭環鏡の特色としては、

　（1）　復合家族で経済と育児の主体が祖母をこあるとと。

　（2） 父親は労働に従蕪し、出かせぎその他で3～6力

胴豚粋な吻醜ど随り・」方岬獅騨も
かな陰多く、1子供との接触を気にして曝』 ・るが、・祖母に

実権をまかせている、あ．るいは、まかせざるを簿ない状

態璽察庭が争㌧｝9

　屯至した抹海は、農業形態があくまで家内労働とし亡、

改善もみられず今日に至っていることと共に、家庭内育

児環愛もそりまま続いていることで、母親淋自覚しても

結局》壁に突き当るということがくりかえされている。

本匙おい窟・年より海膿躍岬を“家庭の日”
として、公共行癖その他をとりやめ、親子で一日ゆっく

り楽しむことを提唱してすでに7年を経過しているが、

農村では障とんどとつ入れられていない。

　し期しながう、個々り母親の愚識は、その年代におい

てもぐそれぞれに異なり、嫁の座は同じでも10年前の育

児騨とはrぼ研眠痴て納、か肋簾的嫉
勢が感じられる。今ここに呉体的には衷現出来ないが、

農村め複合家族は、少しずつ変化していることは確かで

あるび

　（3）布町村、 保健所保健婦、保育所保母の座談会報告

　座談会は秋田市に農村地屡を担当する保健所の保健婦

と保育所の保母、母子保健旭当の村役揚の職員など13名

一一 夏4一
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に集ってもらいく．農村に郭ける乳勤児の家庭環擁め現状

についての報費や意見を求めた。＝ その結果の概要は以下

の如ぐで勘るo1跨 呂．・』い
・ソ

いll！．』・
‘ ㌧乳嬬r温い

　1〉住居環境にっいて一r　 ヒ 、㌧　1駅∴ン：11二一』l　i－㌔、

　最近では農家の住居も非常に近代化され、その構造も

都市の住宅に近いものになっている。 新築庵さかんで、

借金をしたり、出稼ぎや日雇いに主婦が出；くまでも不必

要と思われるような豪華な住宅を建てる傾1 向が．みられ

る6 老人の住居を別棟にし≦イマタ曽ホ ン踏連絡してい

るような家庭もある。 子二ど毒部屋を設ける家庭杢増えて

きているがく 突際に使われていな㌔；・ケr冬が多≦“学童

期になづては・じめて本来の使用目的に使われる場合び殆

んど矯あるじ、．といヶこrとに、こ幼児の場合な・ど居間に揖て

来ている こ1とが多く、1祖父母を相手に過！して恥る璽で・

子ども部屋の中にいる時問嫡少ないわけであるげ
、

、1

．：暖房喪最近では石油ス トやグが木半を 肖め｛ 薪や燦に

よ1’る暖房は非常に少なrくなりてきてヤ・るo、夢かしぐ乳児

をζたっに入れて寝かせて粋るよ、うな家も“ 蔑だまだか

なりみられるず・．“巳1 ゴ｝醗♪．ご〆一鼠二 1 ．、．r■一 二～一し

　2）1遊び試玩具にPヤ・て．てげ，課《1鮎』∴rU、
　乳幼児の遊び相手はく、 兄弟が塵ろ1為うな扮合嬉子ども

同志遊ぶ機会があ渇がぐ兄弟がし♪ない場合は～・両親が多

忙や輿稼ぎで不在のな晦デ祖母が相手になうて巨る1を憎

系が多シヤ。㌧r持”；繊、二過、． ’r ∫ンドン｝ …が、讃で、1戸㌧其．＝・1

．玩具は、』テヒごの影響や“衆規準都会に坦て仕事をす

る機会が増えて》、る準蜀も・あワ、．脱製最のグラ終チ1愛 安

製や金属製の玩具がなな 巨家庭ゆ中匹入りζん～で恥為。

ガラガラや人形類などが乳児の場合には殆どΦ家庭で与

えられているo男児の場合には怪獣のよ．うな玩県も多く

使われており、都会化した遊びがさかみ醇行なわれ雁い

る企r』 」』11；』 買’
FI

ジー乙『 ㌧ lr
ρ『 し、噂い詠1重

3）：二墳…芽児にり．》）て　1トゴ1＝｝．・、1、』1』”乙 『し1し1～　rゼ“＝く‘い∫」

　農村における育児の特徴の最大のもρは、祖母による

育児が大半の家庭で行なわれマニその主導権も組母が握づ

ていると》、う点忙あるとい えようず

　父親も関心は以前と比べると持つようにはな疹て恥る

がぐ都会の父親に比構ればまだまだ低くく ．直接育児に参

加する機会も非常に少ないよそしてぐ 接する機会が少な

いためもあり．｛ 子供に対 し甘い父親が増え1できてお1り“

かつてのよ疹な厳しい父親は極めて少な ぐなみて駆る凄

極端な言㌔．）方をするな らば、1現在の秋田の農村誕ばぐ父

親不在の育児が行なわれている1といえる5 』レ・∴1” r、ヒ

ノ母親 亀父親が出稼ぎや』日r雇℃、・などで外に出て働く，こ乏

が多．く なったため、∫農斑←切をするようになり以前に も

増して多忙になっているo農閑期は日雇いに出る家庭も

多ぐ1く 磯年を通じでぐ家でゆづく覆育児に従瑛ホる時間

嬢な矯のが実状であるずそのた犀》、、～育児ぱ祖簿任せとな

戯ぐ・仔タどものレ2け：もぴ祖母の手に栄づ1て行なわれるた

め、 祖母の発言権がそうし～た面でぱ強ぐなφて叫 》る。、そ

して、夜間のわずかの時間子どもと接するため、自然甘

くなり宗添寝ヵミ依然と1して多1く医）家庭ぐ行なわれて七｝：る。

中には3才を過ぎてもぐ母乳を飲んでいる蛋 う．な例もあ

るo 　　　　　　　　　　　 　　　　　　烈　ド1　‘で

＝．4）r　l 育児用品などについて・』、 ヌ 〔峠 属監ii∴集，藩㍉∵ …

、・r ζ｝葵ッ ・ドや子ど庵用：の便器はしま！だまギ普及され

ておらず、従来と同じふと んが使われぐ排泄の、しつけは

便所で行なわれている例が殆どである6ヤ由大 ．黒、u：11

。服装は都会化されい昔に比べるど手製のものは少なぐ

な りマ1既製品が大半を占めて賂るる1：食物については諮都

会より祖母や母親の手によるも．のが多くご既製食品の使

用は、．帯部に琴ビ←ラ点、ドが使われているほかはあま り

みられない。1浅 』
ぐぐ

∵、｝r』 ’1酒忽ニノ』“ ＞ rl声ll「

‘5ン＝・その他ド』〆｝． 1∴ン』 稽し1’1ア曳』1㌧∵ －， ∵ ぽ（’』r、

・、くテ嫌ぜの普及ば過疎地の揚合Fビもめざま：，し1ぐ《．：な応家

庭は極めて稀である。食事中もつけづばなし噂みている

ためひUづけの面で困ることがあると痘㍉引し潟中睡は一

日中つけ：放しで祖母とみてももうると ゴ㌧∫う 浜うな家庭雨あ

りぐ’、幼児の視聴時間も都会ど同 じ状態であお♂i！1㌧、＝

　育児についての情報は、保健婦く1近所の入尊祖母など

か ら得る電めが多きぐξ卜都会の母親のよ1う に堕財、ビぶ育児

書などに頼る傾向はあまりみられない。チレビの育児番

組など時間的にもみてUSる暇はないわけである6▽員

鄭6）’lli・今後め課題ll』浬（・∴ r1…1∫…詮雰声翁i…野廻～ン叉1ひ

黄現虚め農村におけお育児あ最犬め課題腺、1母親の手に

もう少し育児を取戻すことにあると》｛えよう♂も1ぢろ冷

そのためには、父親の在宅時間増伽やく母親の家癖以外

の労働の軽減などくkいろいろな生活条件の改善が先決で

ある8識がしぐ1ごう「’した問題の解決はぐ1・現在では非常に

函難澄あッぐ到底個人などの努力などでは解決不可能な

問題であ耐しかし、母子の輔脚子どもの・》身の健

全な発育のためには早急に、こうし畑囎の改鋤脚に

望蓄れる次第である。冒 …1し、』靖ン 』・1・！l全1 函llll寺需

紙、聴澱一 ：』ビ 〈 ”　・二’二U ▽ 、こ㌧1∫㌧気1』i 龍『li　r

生嗣県の琳綱繍　 ．ぺ，、じ菰

、死 1） 静岡県にお1ける 家庭の位罷”｝　』 、ン・』みト∴11 ゼ．、トや

．「i 1）1、．歴い史．：こ（！、r 1 1』11一’軌、 L卜’唇トi：lj、．lfl引！：』つ

試静岡県は累地理的条件に恵まれ古代から入鷹が住み掌

蝦塚遺跡や登呂遺跡はその歴史脅長さを物離づている誇

遠江試伊豆い駿河の3国に分けりれた姻毅大但φ改新

以後であるQ古ぐから京都こト大阪ナ江戸の要路であり文
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化も進んだがぐ今川文化とその後続いた徳川家康のお膝

元としての歴史はζ めぐまれた風土とあ㌧・まってきわめ

て保守的精神を県民にもたらしている。こう」した傾向

は、今日 でも家庭環境の中に少なからぬ影響を与えてい
る。

　市町村制が布かれたのは明治22年であり、現在は、市

21、 町48、村7の合せ宅76市町村がある。

　2）自　然

　位置は、本州中部の太平洋岸にあり、県の東西は153

km、南北115km、海岸線の延畏は506kmに及ぴ、面積

は約7，77吸血12・で全国13位の広さである。

　伊豆は、火山の隆起によってできた半島で、温泉郷と

して全国有数の観光地として生活をなり立たせている。

　県東北部は“富士山によらて特徴づけられる。豊富な

雪どけ水は製紙、化学工業を栄えさせている。

　中部出岳地帯は、南ア、ルブスがそびえ、大井川、安倍

川の源であり、この地域は太平洋岸に至るまで茶、みか

んの主産地である。県都静岡市は、・はきもの、木製品、

漕水港は国際貿易港ぐ 焼津漁港は、全国一の水揚高で水

産加工業がさかんであるol．

　県西部は、浜松畜を中心に楽器、 機厭、紡績等の工業

が発達しているoまたく浜名湖のうなぎ、のり、かきの

養殖。山岳地帯では“林産物及び佐久問く秋葉の両グム

による電力が生産されているo

・気候は、温暖で年平均16，1。C、年降水鍛は約2，100mm

である。 』軒

　以上のよう、な環境の中に。家庭はおかれている。今後

の大きな変化は、東名高速道路の開通や東海道新幹線の

充実により、、各所に加速度的に工業が起り、都市化現象

カミラ層高まることであるσ・’㌦』 　

13）1人 口’、　「、ボ＾1』ひ了llr、 』ド

t昭和47年10月・1i日現在の静岡県の人目は、317万3，210

人である5昭和45年国勢調査では308万9，895人であっ

た。1大正、9．年に第ユ回国勢調査（50年前）と比べ約2倍

の増加番ある6こ艀岡県の人口が、全国に占める位置は第

10泣である6』，、、．、

　世帯は、 1全世帯平均人員4．1人である。昭和40年の

1蹄平均人員輔人始桑ると謎すます幣族煙
進んでいる。

　年令別にみると、年少人口（0～14才）が76万5，233人

で24，8％、生産年令人口（15才～64才）が210万6，471人

で68i』1％、 ・老年人口 （65才以上） が21万8，191人で7，1％

を占めているよこれはヤ昭和40年とくらべ年少人口は

1。4減少し」生産年令人口8；0％増、老年人口17，4％増と

なり～本県においても老令化が進んでいる。

人口増加率（昭和45年国勢調査） は、6．1％（全国5．5

％）で、出生数58，139人、一死亡数20，302入ぐ他県からの

転入者数王00・056人・他県への転出者数90，380人である。

　人口密度は、397．7人／1km2（全国280，3人／1kms）で

ある。

　地域別人自は、都市部人口が73．4％を占め、 都市部で

め過密イヒが進んでいるじ

　4）』経済

　1眉和45年度の県内総生産は、　2兆1，900億円となり』

経済成長率（名目）は16．7％であった。

　県民総支出は、名目で2兆2，2ユ6億円で前年度（44年

度）より18。8％増加したが」実質では41年につづく低い伸

び率であり、45年度の物価め上昇の度合を物語づている。

・県民 1人当たりの家計消饗支出は、詑万円で前年度よ

り4万1，000円増加であった。

　家計のうち昭和46年の鋤労者世帯の月平均収支で、二爽

収入は、給料、賞与など動め先の収入や世帯員の内職

その他の収入も含めて1カ月あたウ、13万2，125円（税

込み）で、前年に比べ12，7％（約1万5，000円）増加し

た。また消費者物価指数は、年平均で6．7％上昇してい

るため、 奥収入の実質増加率は5．9％であ る。』

物価についてみると～昭涌46年平均の静岡県消費者物

価指数（45年＝100）は、総合指数で106，・7となり」45牟

に比べ6．7％の上昇を示した。全国指数の上昇は、6．1％

である。消費者物価の上昇は、食料6。b％、住居7。7％、

光熱3．9％、被服8，7％、雑費6，7％の上昇であっだ。！

　上記のような、地域状況に家庭があり、ぞこに子ども

たちの生活がある。

　②家庭環境
1） 家庭と住宅

　幼児の置かれている住宅状況は、昭和45年では、第39

衷のとおり、平均家族4．03人に対して室数は4．03室であ

る。ちょうど1人に1室の割合であるじ畳数でみると

24．1畳であるか敷　1人当たり5～6畳の個人部屋がと

れることになる。平均的には冠子ども部屋をおくことも

可能となる。

　住宅の種類について考えてみる一とぐ第1図のrとおり、

持家に住んでいた人が、次第に減少し公私のアパ棒ト等

に住む人が増加しつつある。これは、家庭のあり方が核

家族化している現象と合わせて考えれば理解できる。地

価及び物価の値上りが大きく、若い世帯では、持家を望

むことは不可能になりつつある。若い世帯は、それ故、

公私のアバート等に住むわけであるがぐこの揚合部屋

数、畳数は少なく、独立した部屋として子ども部屋をお

くことは出来ない。
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内藤他；正常児の嫁庭環境に関実る研究
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第40衷　産業別就業人口の推移（国勢調査） 統計課

区・

爽
分
　　　昭和3・年1昭和3昨 昭和4・年

数 構　　成　　比

昭和45剣男 　　昭和　昭和
女　　30年　35年

総　　　　数
　　　　人　　　　人1，162，3631β06，822 　　　　人1，428，743 　　　　人　　　人1，613β55963，455 　　　人 　％

49，900100．0
　　％

00．0
第 1　次　産、 業 450，9‘0　397，468 328，715 284乳905138，221 146，684　38．8 、30．4

・農　　　　　 業 407，619　357，150 296，732 259β44116，075 143，269　35．1 27．3

林業・狩猟
19、357　　16，208　　［、　

23，964　　24，110

10，737

1，246

7，796　6，526

7，765　15，620

1，270　1．7

，145　2．0

1．2

．9

第∴2次産巣 324，767　428，199 512，377 622，968420，091 202，877　27．9 32．8

鉱　　　6 彙 4，562　　5，121 1－ 4，276 2、795　2，405 390　0．4 0．4

建　　設つL 業 64，761　　82，179 92，1工0 113，050102，088 10，962　5，5 6．3

製、　 1造　　粟 255，144　340，899 415，991 507，123315，598 19工，525　22． 0 26．1

第　3・次　産　業 386』635　、480，990 587，435 705，482405，143 300，339、33．3 36．8

卸売業・小売業 155，596　198，655 238，120 293，059，152，549 140，510　13．4 15．2

金融保険業 13，703一 7，153 23，791 28，768　14，239 14，529　L2 1．3

不． 動．産 粟、 791　　1，・188 3，9騨β 6，080　4』130 1p950　0．1 0．1

：運輸 通 信・巣1 52，421　64，．366 82，923 93，58S 80，649 12，939　4．5 4．9

電気ガズ水道業 5，745　　5，92さ 7，つ06 7，601・　6，488 1，113　0．5 0．4

世1一・ ビス「築 128，907　156ジ22β 194，014
233p 546

ユ10，599
122p947

11．1 12．0

公冠　　　　 務 29，472　37，148真 37， 585
42，122　36，071 6，051　2．5 2． 9

分類不能の産、業 ，21　　　1165
216

718　　　418 300　0．0 0．0

甥翠1昭和
45年

　％　　％
100．0100．0

23，0　　14．3

20．8　　12．0

』0，7．　0．7

115
　1．6

35．9　　43．6

0，3　0．2

r6．5　　10，6

29，1　　32．8

41．1　　42．1

16．7　15．8

1．7　3．5

0，3　0．4

5，8　8．4

0．5．　0．7

131
5　14．5

2．6　2．6

0，0、 0．0

訪れる程度になっているQ最近で嫉長男であって家を離

れるケースがしばしば見られる。まだ今日でも祖父母と

生活を共にしようという努力ほされて㌧、るが、勤務先の

移動命令に対しで、家から離れたくないと）・う理由で、

勤めを変えて し雲うケ←スは少なくなづた6

・幼児のおかれ七）、・る家庭環境はぐ家族構成よりもむし

ろ、 家族の職業によって、より強く影響を受け始めてい

る。家族構成ば少入数で平均化してぎてぴるからである6

　第40表のとおり、静岡県におげる産業別就業人口は、

昭和30年代ど大き・く変っているム・第・1次産業が38．8％

であらたが、 『昭和45年には14．3％である。・幼児の生活も

また、町村部における農林水産的環擁から、市部におけ

る生活に変6たのである。、第2次、1第3・次産業に移行す

るにしたがづてぐ幼児は父親の働く姿や生き方について

経験的に学習するこどは出来なく．なら たじ親子の断絶の

芽生的状況が地方都市において見られる今日である。幼

児は父親像をはり』きり ど掻けなく なっている。

・・ 弟、1姉妹につ顧・てはく二ll2入が最も多く、家庭中にお

ける楽団的遊びは不可能に近くなっている。近所にも同

年令の幼児力沙．ない例が多く｛遊び相手がいないという

理由で、一保育所や幼稚園にやって来るケースがふえてい

る。㌧

．育児に飢ドζめ主な責任者はごどの家庭でもほとんど

母親で、父親嫉時々相談にのる程度である。祖父母が主

導梅を持って育児の指図をする例は、今日ではほとんど

見られな）・。

　3）家庭経済、

　第41表のとおり、名目賃金指数ではあるが、金融・保

騨が最も幽で卯・獅蘇轡び力描舜馬
他め職種はほとんど変 らないじ　・

　第42表㊨、と事り完全失業者怯、1昭和45年では男女合わ

せて・5碑人で顔・．好？非甥那ついてみると

鴎輿木恋女子の騨者吟伽人解侮べで・約半
数弱の入が家庭kいることを示しているポニ

　生活保護世帯についてみると、・・第43表のとおり、β召和

46年度1“ポ79』158世帯、158，473入がその対象となって

いるφ本県の全国順位は33位ぐあわ、 少ない方である。

静隙の羅経灘み蝉喚評馴上で効・幼
児の経済的生活環境は安定しでいると憲 ・える。

　4）r 家庭における幼児の健康 　一　 　』1

　発育状況について見ると、第44表のとおり幼稚園5才

児では、身長、体重、胸囲、座高共に全国平均より低い。

この鞭のみで聯は出ない煎蝕即改靴働不
足が考え られる。

　幼児の健康を考える時、今日公害をぬきに考えること

は出来ない。最近の公害間題は多様化し広域化している
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第45表　公害苦幡種類別発生状況
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穿ソ敏原因している・　コミで広く聖り岬’全化桝騨る・

られた、富士市のヘドロ及び大気汚染は著しく」幼兜に 　 交通那故についてふれると、昭和46年は、悪化する交

富士ゼソ芝クとしておそ焼かかづている。今日でに多く　　通情勢に対処して・r死者の半減」・・を目漂嗜界警察・県民

の公躍定儲を出し、垂大な問題として取り上げられの協狐人身雑2万4・119件と前年比12・8％減・死

ている。またPCB（ポリ塩死ビフェニール）による環　　者620人で前年比10．3％減、傷者3万2，021人で前年比

難鰹轡解轡穿で嚇され 燥婆鱗雛義毒鶴轡判轡
公霧の苦佃件数も年々増加し、孔特に昭和45年度から昭・∫3最近の事故の特徴は

「F、

和46鞭にか肛増加黙7吻この勘、2，…件の大一1・死麟故を中心と・し臥身轍の難が主郷市お

台を越乏た富地域別苦情件数ではく静岡、浜松ぐ清水べ』 　』・1よびその周辺部に ドウナツ型に多く発生している。

密壬6湘諜轍胞一ll
ll

”一』1’脚60・3％が 騨塁導等の騨路で発
1廃寵かづ6鋤児にと菰』公鋤身嘩瞬影∴擁している・．哩
響獣ぎく、1危敵痂．セ嫌だむ隊露獅て齢r雪死者の3・％が歩儲砺る・ 一めうち中学生以下の
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％となっており、また郊外の男子が32，9％1女子では

60．7％となっている。鄭外の男子がおけいごとに行く割

合は一番少ない。

　またビアノやオルガンははっきり男女差があらわれて

いるが、習字、そろばん塾などは、繁華街と郊外という

ように地域差としてあらわれて・いる。

　．その他と㌧ ・う処にはバイオリン、　日舞、 琴…、体操教室、

柔道、スボーツ少年団などがあげられている。

　ここで注意したいことは、一昔前まではおけいこごと

などには考えられなかった体操教室やスポーツ少年団な

ど、 体を動かすものがおけいごごとと並んそ出て来たこ

とであるo菅は、あらためて考えてみ欺くても、誰でも

やっていた遊びが、空地や遊び場が不足したことから、

特別の所に行ってやるおけいこごとと同じになったので

あ る。

　恥もちゃく絵本、マンガ準ついては、主に母親が買っ

て与えてヤ1・るが、高い物は父親になる場合が多いoまた、

誕生日やお正月など祖父思からのブレゼントも年々豪華

になり、さかんになっている。’ 庭によっては、お金を

与1えて、』子どもに自分で躍わせている例もあうがぐ放任

で瞬く講胤ついて歴て・いくつか繍もちゃを
選びゾその中から子ど庵に選ば瞳る等、教育的罵慮がな

されて》る場合が多いo　・

　（3）　福祉と教育

　1）．家庭保育と集団保育　

　昭和47年度について、保育所317ヵ所、 3Q，ヌ94人曳幼

稚園472ヵ所、77）425人である。小学校就学児壷の内、

保育所または幼稚園を経て1年生になるものは8割を越

してい拳。今日、集団保育の昌一ドは十般化したといえ

るo

　保育所は、児童福祉法により定められ、保育に欠けた

乳幼児を保育するのであり、幼稚園は、学校教育法に定

められた幼児教育の学校であるが、一般ではほとんど正

第48表　社会福祉施設状況

（昭和48年8月1日）　社会課・児産課

児　童　福　祉　施　設
名 称

母　　 子 寮

保　　　育　　　所
養　　護　　施”設

精神薄弱児施設
教　　　護　　．院
乳　　　 児　　 　院

虚　弱　児　施　設

肢体不自由児施設
重症心身障啓児施設
助　 産　 【施　　設

憎緒障審児短期鈴振施輩

琿榊薄弱者援繊施鱗で「

施設数

　7

317

12

18

　1

4

　1・

　3

2

　6

　1

　9

収容定員数

　人
　148
30，194

　725
　904
　120
　64
　100
　274
　200
　51
　50
　540

1

（注）

野寮は脚腿助産燃べ轡を示

確に区別されていない。癖実、村に1カ所とめ、、その地

区に1カ所という場合、両者の性格を持ち内容的には区

別できないo

　家庭における保育のよさは、母親と子どもという1対

1において行なわれる よさである。充分なスギンジラブ

を与えてやれること、マザーリングの効果である。愛情

的に満たされることである。 一方集団における保育のよ

さは、仲間遊びから生まれる楽しさを味わうことであり㍉

社会性の芽生に効果があるもこの両者は、・いずれか一方

でおぎなうことは出来ない。両者がそれぞれ大切なので

ある。

　今日の静岡県における、これら両施設の問題点は、市

部に集中しており」町村部に無し・所があり適正配置が望

まれる。また、r保母及び幼稚園敦諭の不足である。いき

第47表学校と教員数
（昭和47．5．1唱学校基本調査結果の概要） 統計課

＼、、 』区：分　学 校　数 い幼児・児童・生徒数 教　　員　　数　　　ゴ 敏員1人

・生徒鼓　＼種別’ 46．年147d年 46年卜47牢 46剣47年
総

小・

中

高

幼

　　　数

学　「校

学 校

等学校
稚　　園

　校
1β74
518

273

126

457

　校　　　　人
1，389。　　　 644，247

515

273

129

472

295，972

147，452

128，924

71，899

　　人
651，990

298，335

147，622

128，608

77，425

　　人
25，929

10，542

6，431

6，058

2，898

　人
26、483

10，722

。6，486

6，179

3，096

　人・
24． 6

27． 8

22ナ8

20．8
・25，0

（注）・特殊学校は除いてある。
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おい無資格によって、r保育活動が進め．られている6『．＿

　保育者の質も低くなり、保育活動が誤った型で進めら

れているのにしばしば出合う。たとえば、小学校的な字

や数の教え込みであって、発逮にあった遊ぴを中心とし

た子どもの生活が忘れられているるまた、マスコミの早

教育にふりまわされ、無批判に高度な教材を与えて満足

している姿に出合う。

　いずれも幼児にとって不幸である6家庭にあっても、

母親が専門機関に子どもを入園させたのだから、保育は

もう全部まかせますという姿に出合う。何もかも園にま

かせてしまう姿勢は正しくない。 家庭には家庭でなけれ

ばやってあげられない保育があることを忘れてはならな

いo

　小・中学校及び他の児童福祉施設については参考どし

て、第47表、’ 48表で示すとおりである。

④實士宮市における育児の購

　　　　一乳児の場合一

　富士宮市は沼津市のやや西よりに位置する人口約9万

の都市であり、近くに工業地帯を控え、最近ペッドタ ウ

ン化が進んでいる地域である。

　家族構成についてみると、複合家族と核家族の比率は

4＝6であり・最近流入して来る人々の殆どは核家族の

世帯である。文化水準は高いとはいえず、文化施設など

も貧しい状態にある。

　今回の調査では、市内の保育所、幼稚園などの家庭に

質間紙を配布し、その実態について開呼たわけであるが、

その際、地域の保育所の保録に集ってもらい、密士宮市

での乳児の育児が、 どのように行なわれているかについ・

て話し合いの時間をもった。以下の報告は、その際の話

し合いの内容の概略である。

　1）家庭生活
　前述した如く最近では核家辣がふえて来ており、母親

が育児やしつけにおける主導撚を握っている家庭が多く

なって来ているが、まだ祖父母同居の場合には、祖父母

の意見が強ぐ」1』母羅が非常な不繁に悩ま・さ池て駆るよう

な家庭もかな1りみ1ら耽るずそり点ではまだかな堕の古さ

を残しているる汎．ゴみ1｝ケ」 …ζ．二、二1～：＝ 帆這『・△ ナ

　・育児の輿際

　 出産は施設分焼が多いせいもあって母乳を与えるもの

が年々少なくなって来て㌔・る。離乳食などは市中には多

くの種類の離乳食昂が市販されているが、家庭の中では

まだまだおかゆや野菜Φ煮付け、トマトやバナナなど、

従来から使われている離乳食が多く使われている。しか

し糖分の多い既製の菓子類はかなり早くから与えられて

おり、虫歯に1才半頃からなる子どもがかなりみられる。

　おむ？は従来からのさらし2枚組のもめが多弘新し

い形式のものはあま り使われていない。衣服については

着せ過ぎの傾向が強く、横揮的挙薄着をさせようとして

いるものは極めて少な～・。手作りの衣類も少なく・既製

のかなり高価なものを買 っているo

　ベビーベッドは勇般に普及しており、1才まではペッ

ドを使用している子どもが多い6子ども用便器について

は、 1才を過ぎると使用する家庭が多くなるが、外で用

便をする幼児が多いところからみても・意外に現在でも

外で用便をしている子どもが多いことがうかがわれる。

　2）　しつけにつ疑ての理解

　静岡県は封建的色彩の強い地方であり、富士宮市もそ

の例外ではない。文礁的にも低ぐ、母親の多くに中卒得

度の学歴である。従ゐて育児書など文字を通じて知識を

得ることが少なく、祖父母近所璽人々か昏の知識を頼

りに育児を行なっている例が多いQ

　そのため、しつけとは叱り ながらするものと理解して

いる人が殆どである。 例えば、排泄のしつけにしても《

もらせ蹴るの勘牌既恩そ郷ひどく吻殉
ることカ｛多い。　1才半かう2才頃ではおむつをとられ、

バソツをぬらすことがあると、バンツをぬらす度に体飼

が与えられることなど、まだまだかなりの家庭で行なわ

れている。

結

　今回の研究は、予算的、時間的制約などから、現在の

乳幼児の家庭環境の実態荏ヒ関する報告と、いくつかの問

題点の提起に止ってしまったが、・現在のわが国の乳幼児

達が、どのような家庭環覚の中で生活しているか、之、ギ

うことについて、そめ大体の傾向について明らかにする

ことができたと思う。

　要するに、都市、農村を問わず、現在のわが国の子ど

も達の生活する家庭環境には、多くの混乱や歪みがみら
　　ぞ

び

れることは箏実であり、それらの多くは、子ども達の性卜

降形成に好まし惹 ない影響を翠ぼし》 健康な心身の発達

の障害ともなるものである。 例えば、親達との不安定な・

結びつき、家庭における家族の人々の役割の矛盾亭混乱、1

物質万能な消費偏重の生活、情報にふりまわされる他人

志向的な生活態度など、そのどれをとっても、 決して一

家庭く一地域の家庭の間題ではなく、わが国の現在の大

半の家庭にみられるものであり、子ども達の生活を著し
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く傷つけく損い、健康な心身の発達を障害していること

が考えられる。乳幼児期の生活の将来に対する影響の重

大性を考えると、こうした癖態はまことに憂慮すべきも

のであり、早急にその対策がこうじられることが望まれ

るる
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